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「
妙
文
」
の
「
讀
法
」（
楊
）

は　

じ　

め　

に

　

『
第
六
才
子
書
』
こ
と
『
貫
華
堂
第
六
才
子
書
西
廂
記
』（
以
下

『
第
六
才
子
書
』
ま
た
は
「
金
聖
歎
本
」、「
金
本
」）
は
、
清
・
順
治
十

三
年
（
一
六
五
六
）
に
、
金
聖
歎
（
一
六
〇
八
～
一
六
六
一
）
に
よ
っ

て
編
纂
さ
れ
た
金
聖
歎
自
身
に
よ
る
評
釋
付
き
の
『
西
廂
記
』
の
テ

キ
ス
ト
で
あ
る
。
金
聖
歎
は
自
分
の
解
釋
の
都
合
に
應
じ
て
格
律
を

無
視
し
て
大
膽
に
文
字
を
變
え
た
上
、
批
評
も
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入

れ
、
讀
み
物
と
し
て
の
『
西
廂
記
』
の
テ
キ
ス
ト
を
完
成
し
た
。

　

明
代
後
期
に
、
お
び
た
だ
し
い
數
の
『
西
廂
記
』
の
テ
キ
ス
ト
が

刊
行
さ
れ
、
校
訂
者
は
み
な
自
分
の
も
の
こ
そ
元
雜
劇
と
し
て
の
本

來
の
『
西
廂
記
』
だ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。
テ
キ
ス
ト
の
問
題
ば

か
り
が
注
目
さ
れ
、
文
學
と
し
て
の
『
西
廂
記
』
が
も
は
や
忘
れ
去

ら
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
金
聖
歎
と
彼
の
批
評
の
お
か
げ

で
、『
西
廂
記
』
の
文
學
作
品
と
し
て
の
記
憶
が
呼
び
醒
さ
れ
、
新

た
な
生
命
力
が
注
ぎ
込
ま
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

そ
れ
が
功
を
奏
し
、『
第
六
才
子
書
』
は
た
ち
ま
ち
一
世
を
風
靡
し
、

そ
の
後
の
三
百
年
に
近
い
間
、『
西
廂
記
』
の
も
っ
と
も
代
表
的
な

テ
キ
ス
ト
と
し
て
愛
讀
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
中
國
本
土
に
止
ま

ら
ず
、
海
を
越
え
て
、
江
戶
時
代
に
は
す
で
に
日
本
に
も
傳
わ
っ
て

い
た
。

　

近
年
の
硏
究
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
『
西
廂
記
』
を
は
じ
め
と

す
る
中
國
戲
曲
受
容
の
樣
相
が
よ
う
や
く
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。

特
に
遠
山
荷
塘
（
一
七
九
五
～
一
八
三
一
）
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
編

纂
さ
れ
た
二
つ
の
『
西
廂
記
』
寫
本
を
中
心
に
硏
究
が
展
開
さ
れ
、

江
戶
時
代
に
お
け
る
『
西
廂
記
』
受
容
に
關
す
る
新
た
な
知
見
が
得

ら
れ
た
。
諸
先
學
の
硏
究
に
よ
っ
て
、『
西
廂
記
』
が
江
戶
時
代
に

お
い
て
、
唐
話
つ
ま
り
當
時
の
口
頭
言
語
と
し
て
の
中
國
語
を
學
習

す
る
た
め
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
た
實
態
、
さ
ら
に
『
西
廂
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記
』
の
物
語
自
體
が
文
人
に
も
庶
民
に
も
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
方
、
先
行
硏
究
は
日
本
に
お
け
る

『
西
廂
記
』
關
連
資
料
の
網
羅
的
な
收
集
と
整
理
に
重
點
が
傾
く
た

め
、『
第
六
才
子
書
』
と
金
聖
歎
評
は
當
時
『
西
廂
記
』
の
物
語
自

體
と
同
等
な
い
し
そ
れ
以
上
に
重
要
な
意
味
を
有
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
あ
く
ま
で
複
数
の
『
西
廂
記
』
テ
キ
ス
ト
の
一
種
と
し
て
扱

わ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
を
中
心
と
す
る
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
、
江
戶
時
代
に
お
け
る
『
第
六
才
子
書
』
の
讀
ま
れ
方
を

中
心
に
、
當
時
の
文
人
の
書
翰
や
日
記
に
見
え
る
『
第
六
才
子
書
』

に
關
す
る
記
錄
、
お
よ
び
遠
山
荷
塘
の
二
本
の
『
西
廂
記
』
寫
本
に

お
け
る
金
聖
歎
へ
の
言
及
を
取
り
上
げ
、
異
な
る
讀
書
の
場
面
に
お

け
る
『
第
六
才
子
書
』
の
扱
い
方
の
相
違
に
重
點
を
置
い
て
考
察
を

行
い
、『
第
六
才
子
書
』
を
讀
む
行
爲
か
ら
窺
え
る
文
化
史
的
意
味

の
一
斑
に
關
す
る
私
見
を
述
べ
た
い
。

一　
「
妙
文
」
を
讀
む
人

　

江
戶
時
代
の
各
種
渡
來
書
目
錄
か
ら
、『
第
六
才
子
書
』
の
名
前

が
『
西
廂
記
』
と
と
も
に
確
認
で
き
る
。
單
に
『
西
廂
記
』
と
だ
け

書
い
て
あ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、『
第
六
才
子
書
』
と
明
記
さ
れ
る
も

の
も
存
在
す
る
。
現
在
確
認
で
き
る
も
っ
と
も
早
い
記
錄
は
、『
商

舶
載
來
書
目
』「
利
字
號
」
の
元
祿
十
二
己
卯
年
の
條
に
見
ら
れ
る

「
六
才
子
書
一
部
一
套
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
遲
く
と
も
元
祿
十
二

年
（
一
六
九
九
）
の
時
點
で
、『
第
六
才
子
書
』
は
す
で
に
日
本
に
將

來
さ
れ
て
い
た
。

　

前
述
の
よ
う
に
、『
第
六
才
子
書
』
が
世
に
問
わ
れ
る
前
に
、
す

で
に
さ
ま
ざ
ま
な
『
西
廂
記
』
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
て
い
た
。

『
西
廂
記
』
だ
け
で
は
、
そ
れ
が
『
第
六
才
子
書
』
を
指
す
と
は
限

ら
な
い
。
だ
が
、
實
際
に
『
第
六
才
子
書
』
が
『
西
廂
記
』
と
し
て

讀
ま
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
記
述
は
存
在
す
る
。
そ
の
手
掛
か
り
は
、

曲
亭
馬
琴
（
一
七
六
七
～
一
八
四
八
）
の
書
翰
に
あ
る
。

一
、『
西
廂
記
』
被
成
御
覽
候
へ
ど
も
、
わ
か
り
か
ね
候
樣
に

思
召
候
ニ
付
、
云
々
ト
蒙
命
、
是
又
略
記
、
備
御
心
得
候
。

文
化
中
、
老
拙
藏
弆
の
『
西
廂
記
』
ハ
、
あ
る
俗
語
家
の
點

を
つ
け
候
本
ニ
て
候
ひ
き
。
文
庫
無
之
候
故
、
本
ば
こ
か
さ

ミ
候
間
、
小
說
も
の
ハ
一
覽
後
、
他
本
と
交
易
い
た
し
候
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ま
ヽ
、
こ
の
書
も
今
ハ
藏
弆
不
仕
候
。
さ
る
書
あ
ら
バ
、
御

め
に
か
け
度
も
の
也
。
遺
憾
々
々
。

一
、『
西
廂
記
』
の
ご
と
き
傳
奇
も
の
ハ
、
此
方
の
う
た
ひ
本

の
や
う
な
る
も
の
に
て
、
出
し
の
文
句
ト
地
ト
詞
と
、
三
段

に
書
わ
け
た
る
も
の
な
れ
ば
、
ま
づ
此
義
を
よ
く
し
ら
ざ
れ

バ
、
ひ
と
つ
に
な
り
て
、
わ
か
り
か
ね
候
。（
中
略
）『
西
廂

記
』
ハ
、
巧
な
る
趣
向
に
あ
ら
ず
、
尤
あ
ハ
〳
〵
し
き
も
の

な
れ
ど
、
妙
文

0

0

な
る
に
よ
り
、
か
ら
國
に
て
と
り
は
や
し
申

候
。（
後
略
）

文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
三
月
二
十
六
日
に
馬
琴
が
友
人
の
殿
村

篠
齋
（
一
七
七
九
～
一
八
四
七
）
に
宛
て
た
手
紙
の
別
紙
か
ら
一
部
拔

粹
し
た
も
の
で
あ
る
。
內
容
に
よ
れ
ば
、
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～

一
八
一
八
）
に
、
馬
琴
は
『
西
廂
記
』
を
所
有
し
て
い
た
が
、
小
說

類
は
場
所
を
取
る
の
で
、
一
度
讀
ん
だ
後
に
他
の
書
物
と
交
換
し
た

た
め
、
文
政
十
三
年
時
點
で
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
。
こ

こ
で
言
う
『
西
廂
記
』
は
ど
の
テ
キ
ス
ト
か
と
言
え
ば
、
引
用
の
後

半
に
現
れ
る
「
妙
文
」
と
い
う
言
葉
が
大
き
な
手
掛
か
り
に
な
る
。

な
ぜ
な
ら
、「
妙
文
」
は
ま
さ
し
く
金
聖
歎
が
『
西
廂
記
』
に
與
え

た
評
價
だ
か
ら
な
の
で
あ
る
。

　

金
聖
歎
は
『
第
六
才
子
書
』
の
本
文
の
前
に
、「
讀
第
六
才
子
書

『
西
廂
記
』
法
」（
以
下
「
讀
法
」）
と
題
す
る
文
章
を
つ
け
、『
西
廂

記
』
を
讀
む
方
法
を
讀
者
に
紹
介
し
て
い
る
。
冒
頭
第
一
條
は
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

　

有
人
來
說
『
西
廂
記
』
是
淫
書
。
此
人
後
日
定
堕
抜
舌
地
獄
。

何
也
。『
西
廂
記
』
不
同
小
可
、
乃
是
天
地
妙
文

0

0

。
自
從
有
此

天
地
、
他
中
間
便
定
然
有
此
妙
文

0

0

。
不
是
何
人
做
得
出
來
、
是

他
天
地
直
会
自
己
劈
空
結
撰
而
出
。
若
定
要
說
一
個
人
做
出
來
、

聖
歎
便
說
、
此
一
個
人
卽
是
天
地
現
身
。

　

（
あ
る
人
が
『
西
廂
記
』
は
淫
書
だ
と
言
い
に
來
た
。
こ
の
人
は

將
來
必
ず
拔
舌
地
獄
に
陷
ろ
う
。
な
ぜ
か
。『
西
廂
記
』
は
あ
り
ふ
れ

た
も
の
と
違
い
、
天
地
の
妙
文

0

0

だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
天
地
が
で
き
て

以
來
、
そ
の
間
に
は
必
ず
こ
の
妙
文

0

0

が
あ
る
。
誰
か
人
間
が
作
り
出
せ

る
と
言
う
わ
け
で
は
な
く
、
あ
の
天
地
が
直
接
自
ら
何
も
な
い
と
こ
ろ

か
ら
作
り
上
げ
た
。
も
し
敢
え
て
誰
か
人
間
が
作
っ
た
と
言
う
な
ら
ば
、

⑥
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私
金
聖
歎
は
、
こ
の
誰
か
は
つ
ま
り
天
地
の
現
世
に
お
け
る
化
身
だ
と

言
う
。）

こ
こ
で
、
金
聖
歎
は
「
天
地
の
妙
文
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
『
西

廂
記
』
を
絕
贊
す
る
。
文
字
通
り
の
意
味
で
、
天
地
に
生
み
出
さ
れ

た
絕
妙
な
文
章
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
さ
に
文
と
し
て
の
最
高

の
評
價
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
の
第
二
條
で
金
聖
歎
は
ま
た
「
妙

文
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
『
西
廂
記
』
に
つ
い
て
の
論
斷
を
下
し

て
い
る
。

　

『
西
廂
記
』
斷
斷
不
是
淫
書
、
斷
斷
是
妙
文

0

0

。
今
後
若
有
人

說
是
妙
文

8

8

、
有
人
說
是
淫
書
、
聖
歎
都
不
與
做
理
會
。
文
者
見

之
謂
之
文
、
淫
者
見
之
謂
之
淫
耳
。

　

（『
西
廂
記
』
は
決
し
て
淫
書
で
は
な
く
、
紛
れ
も
な
く
妙
文

0

0

で
あ

る
。
今
後
も
し
誰
か
が
妙
文

0

0

だ
と
言
い
、
ま
た
誰
か
が
淫
書
だ
と
言
っ

て
も
、
私
金
聖
歎
は
一
切
相
手
に
し
な
い
。
文
た
る
人
が
そ
れ
を
見
れ

ば
文
だ
と
言
い
、
淫
た
る
人
が
そ
れ
を
見
れ
ば
淫
だ
と
言
う
だ
け
の
こ

と
で
あ
る
。）

『
西
廂
記
』
が
「
淫
書
」
で
は
な
く
、「
妙
文
」
だ
と
繰
り
返
し
主

張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
妙
文
」
が
「
淫
書
」
と
相
對
す
る
意
味

合
い
を
有
す
る
と
考
え
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

馬
琴
は
、
金
聖
歎
の
斯
樣
な
見
解
を
部
分
的
に
汲
み
取
り
、『
西

廂
記
』
は
元
々
輕
い
も
の
だ
が
、「
妙
文
」
だ
か
ら
こ
そ
、
中
國
で

流
行
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

數
年
後
、
天
保
三
年
（
一
八
三
三
年
）
七
月
朔
日
、
今
度
も
や
は

り
篠
齋
に
宛
て
た
手
紙
に
は
次
の
よ
う
な
記
錄
が
見
ら
れ
る
。

　

過
日
、
大
坂
河
茂
二
度
め
來
訪
の
折
、『
平
山
冷
燕
』『
醒
世

恆
言
』『
警
世
通
言
』『
連
城
璧
』
等
之
事
聞
合
せ
候
處
、
右
之

書
、
近
來
一
向
無
之
候
。
御
注
文
被
成
候
て
も
本
無
之
候
へ
バ
、

致
し
か
た
無
之
、
直
段
之
義
も
不
定
の
よ
し
申
候
。
左
候
へ
バ
、

急
ニ
ハ
御
手
ニ
入
が
た
く
候
半
。
さ
の
ミ
お
も
し
ろ
き
物
ニ
も

無
之
候
へ
ば
、
ゆ
る
〳
〵
御
尋
被
成
候
方
、
可
然
候
。
唐
本
之

事
ニ
候
へ
バ
、
素
人
の
拂
本
抔
出
候
事
も
可
有
之
候
。
已
來
共

ニ
、
心
が
け
可
申
候
。『
西
廂
記
』『
琵
琶
記
』
抔
ハ
小
刻
に
い

た
し
、
折
々
も
ち
渡
り
候
よ
し
。（
後
略
）
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天
保
三
年
、
馬
琴
は
ま
た
『
西
廂
記
』
を
買
い
求
め
よ
う
と
し
て
い

た
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
翌
日
七
月
二
日
丙
午
の
日
記
に
よ
れ
ば
、

馬
琴
は
早
速
唐
本
『
西
廂
記
』
を
手
に
入
れ
た
ら
し
い
。

　

夕
七
時
比
、
大
坂
書
林
河
內
や
茂
兵
衞
、
明
日
、
歸
坂
出
立

の
よ
し
ニ
て
來
ル
。
余
、
對
面
。
過
日
や
く
そ
く
の
唐
本
西
廂

記
代
金
壹
分
壹
朱
の
よ
し
。
琵
琶
記
代
金
壹
分
壹
朱
ニ
て
、
仲

ヶ
間
賣
直
段
の
よ
し
ニ
て
、
持
參
せ
ら
る
。
ま
づ
請
取
お
く
。

要
談
畢
て
、
早
〻
歸
去
。

こ
の
後
、
し
ば
ら
く
『
西
廂
記
』
の
名
前
が
連
日
の
日
記
に
現
れ
る
。

引
用
を
省
く
が
、
讀
み
始
め
る
と
落
丁
が
あ
る
こ
と
に
氣
付
き
、
交

換
を
依
頼
し
た
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同

月
二
十
八
日
壬
申
の
日
記
に
、
今
回
購
入
し
た
『
西
廂
記
』
を
讀
了

し
た
と
の
記
錄
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

（
前
略
）
予
、
西
廂
記
、
披
閲
畢
。
全
六
册
の
內
、
鼇
注
并

ニ
末
の
餘
文
等
ハ
、
し
れ
た
る
事
故
、
多
く
不
讀
。

そ
の
後
、
二
か
月
も
經
た
な
い
う
ち
に
、
九
月
十
六
日
に
小
津
桂
窓

（
一
八
〇
四
～
一
八
五
八
）
に
宛
て
た
手
紙
に
は
、
次
の
一
節
が
見
ら

れ
る
。一

、
先
々
便
、
一
寸
得
貴
意
候
、
狗
子
佛
性
の
出
處
ハ
、
禪
錄

「
人
問
趙
州
和
尚
、『
一
切
生
〔
マ
マ
〕
靈
具
有
佛
性
。
何

得
狗
子
卻
無
』。
趙
州
曰
、『
無
』」。
こ
の
無
の
字
ハ
有
無
の

無
に
あ
ら
ず
。
金
聖
歎
が
『
西
廂
記
』
の
評
ニ
も
、
亦
此
語

を
引
テ
、「『
西
廂
記
』
是
此
一
無
字
」
ト
い
へ
り
。
則
、
無

中
の
有
也
。
敲
ざ
れ
バ
そ
の
有
を
發
せ
ず
。
故
に
趙
州
ハ
無

ト
い
へ
る
よ
し
也
。（
後
略
）

こ
こ
で
は
、
ま
ず
「
禪
錄
」
の
語
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
趙
州
無
字
」

の
公
案
を
引
い
た
上
で
、
金
聖
歎
の
批
評
に
言
及
す
る
。「
金
聖
歎

が
『
西
廂
記
』
の
評
ニ
も
、
亦
此
語
を
引
」
く
と
は
、
金
聖
歎
の

「
讀
法
」
第
三
十
三
條
の
こ
と
で
あ
る
。

　

人
問
趙
州
和
尚
、「
一
切
含
靈
具
有
佛
性
。
何
得
狗
子
卻
無
」。

⑪

⑫

⑬
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趙
州
曰
、「
無
」。『
西
廂
記
』
是
此
一
無
字
。

　

（
あ
る
人
が
趙
州
和
尚
に
尋
ね
た
。「
す
べ
て
の
靈
な
る
性
質
の
あ

る
も
の
に
は
全
部
佛
性
を
有
す
る
。
ど
う
し
て
犬
に
だ
け
な
い
の
か
」

と
。
趙
州
が
答
え
た
。「
無
」
と
。『
西
廂
記
』
は
こ
の
「
無
」
の
一
字

だ
。）

と
こ
ろ
が
、
馬
琴
が
引
く
「
一
切
生
（
含
）
靈
具
有
佛
性
」
は
「
禪

錄
」
に
は
含
ま
れ
な
い
。『
五
燈
會
元
』
な
ど
の
禪
語
錄
に
見
え
る

內
容
は
、
實
は
「
讀
法
」
第
三
十
二
條
で
あ
る
。

　

『
西
廂
記
』
是
何
一
字
。『
西
廂
記
』
是
一
「
無
」
字
。
趙

州
和
尚
、
人
問
、「
狗
子
還
有
佛
性
也
無
」。
曰
、「
無
」。
是
此

一
「
無
」
字
。

　

（『
西
廂
記
』
は
ど
の
よ
う
な
一
字
か
。『
西
廂
記
』
は
「
無
」
の

一
字
で
あ
る
。
趙
州
和
尚
に
、
人
が
尋
ね
た
。「
犬
に
も
佛
性
が
あ
る

の
か
」
と
。
答
え
た
。「
無
」
と
。
こ
の
「
無
」
の
一
字
で
あ
る
。）

つ
ま
り
、
馬
琴
が
引
用
し
た
も
の
は
金
聖
歎
の
創
作
で
あ
り
、
馬
琴

は
『
第
六
才
子
書
』
の
み
確
認
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
讀

法
」
は
こ
の
後
も
數
條
に
わ
た
っ
て
「
無
」
に
つ
い
て
論
じ
る
の
だ

が
、
一
連
の
「
無
」
に
關
す
る
議
論
の
最
後
で
あ
る
第
四
十
六
條
で

は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

聖
歎
擧
趙
州
「
無
」
字
說
『
西
廂
記
』。
此
眞
是
『
西
廂

記
』
之
眞
才
實
學
、
不
是
禪
語
、
不
是
「
有
無
」
之
「
無
」
字
。

須
知
趙
州
和
尚
「
無
」
字
、
先
不
是
禪
語
、
先
不
是
「
有
無
」

之
「
無
」
字
、
眞
是
趙
州
和
尚
之
眞
才
實
學
。

　

（
わ
た
く
し
聖
歎
が
趙
州
の
「
無
」
の
字
を
擧
げ
て
『
西
廂
記
』

を
說
明
し
た
。
こ
れ
は
眞
に
『
西
廂
記
』
の
本
當
の
才
能
と
學
問
で
あ

り
、
禪
語
で
も
な
け
れ
ば
、「
有
無
」
の
「
無
」
の
字
で
も
な
い
。
知

っ
て
お
く
べ
き
な
の
は
、
趙
州
和
尚
の
「
無
」
が
、
そ
も
そ
も
禪
語
で

も
な
け
れ
ば
、「
有
無
」
の
「
無
」
の
字
で
も
な
く
、
眞
に
趙
州
和
尚

の
本
當
の
才
能
と
學
問
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。）

こ
こ
か
ら
見
れ
ば
、
馬
琴
が
言
う
「
こ
の
無
の
字
ハ
有
無
の
無
に
あ

ら
ず
」
と
は
明
ら
か
に
金
聖
歎
が
言
う
「
不
是
有
無
之
『
無
』
字
」

⑭

⑮

⑯
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に
由
來
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

馬
琴
の
こ
の
手
紙
と
前
述
の
日
記
が
時
間
的
に
近
接
し
て
い
る
こ

と
か
ら
考
え
る
と
、
馬
琴
が
二
度
目
に
購
入
し
た
『
西
廂
記
』
も
、

や
は
り
金
聖
歎
の
『
第
六
才
子
書
』
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、『
第
六

才
子
書
』
と
は
言
わ
ず
、『
西
廂
記
』
と
だ
け
言
う
。
つ
ま
り
、『
西

廂
記
』
は
『
第
六
才
子
書
』
で
讀
ま
れ
る
の
が
當
然
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
點
は
、
同
時
代
の
中
國
の
狀
況
と
軌
を
一
に
す
る
。

　

以
上
、
馬
琴
を
代
表
に
、
江
戶
時
代
の
文
人
が
『
第
六
才
子
書
』

を
『
西
廂
記
』
と
し
て
讀
ん
だ
記
錄
が
確
認
で
き
た
。
彼
ら
に
と
っ

て
、『
第
六
才
子
書
』
は
元
々
輕
い
讀
み
物
で
あ
る
が
、
文
筆
に
優

れ
た
た
め
、
一
讀
に
値
す
る
作
品
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

二　

排
除
さ
れ
た
「
妙
文
」

　

本
稿
の
冒
頭
部
分
で
も
觸
れ
た
が
、
江
戶
時
代
に
は
遠
山
荷
塘
に

よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
二
本
の
『
西
廂
記
』
の
訓
點
お
よ
び
注
釋
付
き

の
寫
本
が
現
存
し
て
い
る
。
う
ち
一
本
は
慶
應
義
塾
大
學
附
屬
硏
究

所
斯
道
文
庫
の
所
藏
で
、『
唐
話
辭
書
類
集
』
の
別
卷
と
し
て
影
印

本
が
刊
行
さ
れ
、
も
う
一
本
は
國
立
國
會
圖
書
館
に
所
藏
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
荷
塘
の
自
筆
本
で
は
な
い
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
二
本
が
如

何
に
底
本
を
選
定
し
、
注
釋
お
よ
び
評
論
の
引
用
を
如
何
に
取
捨
選

擇
し
た
か
を
考
察
す
れ
ば
、
編
纂
者
の
『
西
廂
記
』
諸
本
に
對
す
る

認
識
が
窺
え
よ
う
。
さ
て
、
當
時
も
っ
と
も
普
及
し
て
い
た
『
第
六

才
子
書
』
は
い
っ
た
い
ど
の
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
長

澤
規
矩
也
氏
は
『
唐
話
辭
書
類
集
』
別
卷
卷
頭
の
解
說
に
、「
第
六

才
子
書
が
流
布
し
て
ゐ
た
當
時
、
そ
れ
を
棄
て
、
顧
み
な
か
つ
た
、

著
者
の
見
識
が
窺
は
れ
る
」
と
述
べ
、
荷
塘
が
全
く
『
第
六
才
子

書
』
を
參
考
に
せ
ず
、
そ
の
行
爲
は
荷
塘
の
見
識
を
示
す
こ
と
だ
と

評
價
し
て
い
る
。
た
だ
、
細
か
く
檢
討
す
れ
ば
、
二
本
に
は
『
第
六

才
子
書
』
を
參
考
し
た
痕
跡
が
殘
っ
て
い
る
。
傳
田
章
氏
と
樊
可
人

氏
の
硏
究
は
す
で
に
こ
の
點
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、

長
澤
氏
は
な
ぜ
「
棄
て
、
顧
み
な
か
つ
た
」
と
稱
し
た
の
か
。
そ
れ

は
、
こ
の
本
の
體
例
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

傳
田
氏
と
樊
氏
の
硏
究
に
も
あ
る
通
り
、『
唐
話
辭
書
類
集
』
影

印
本
（
以
下
傳
田
氏
の
呼
稱
に
從
い
「
荷
塘
ａ
本
」
ま
た
は
「
ａ
本
」）
は

基
本
的
に
は
王
驥
德
『
新
校
注
古
本
西
廂
記
』（
以
下
「
王
驥
德
本
」

ま
た
は
「
王
本
」）
を
底
本
と
し
、
部
分
的
に
凌
濛
初
『
西
廂
記
』（
以

⑱
⑲

⑳

㉑

㉒
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下
「
凌
濛
初
本
」
ま
た
は
「
凌
本
」）
に
よ
っ
て
字
句
の
訂
正
を
入
れ
、

さ
ら
に
注
釋
も
王
驥
德
注
を
基
本
と
し
、
時
折
王
驥
德
注
を
批
判
し

た
凌
濛
初
注
も
引
用
す
る
。
こ
の
點
は
、「
諺
解
校
注
古
本
西
廂

記
」
と
い
う
書
名
や
、
五
折
と
折
ご
と
に
四
套
に
分
か
つ
構
成
、
楔

子
の
内
容
を
一
套
の
一
部
と
し
て
冒
頭
に
配
置
す
る
處
理
、
さ
ら
に

套
の
名
前
な
ど
か
ら
も
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
長
澤
氏
は
大

量
の
王
驥
德
注
と
凌
濛
初
注
に
ご
く
わ
ず
か
な
金
聖
歎
評
が
埋
も
れ

た
荷
塘
ａ
本
の
全
貌
を
そ
の
體
例
を
重
視
し
て
理
解
し
た
た
め
、

「
第
六
才
子
書
が
流
布
し
て
ゐ
た
當
時
、
そ
れ
を
棄
て
、
顧
み
な
か

つ
た
」
と
の
結
論
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
國
立
國
會
圖
書
館
藏
本
（
以
下
や
は
り
傳
田
氏
の
呼
稱
に
從

い
「
荷
塘
ｂ
本
」
ま
た
は
ｂ
本
）
は
や
や
異
な
る
樣
相
を
呈
し
て
い
る
。

傳
田
・
樊
兩
氏
の
硏
究
に
よ
れ
ば
、
荷
塘
ｂ
本
は
乾
・
坤
二
册
か
ら

な
り
、
册
ご
と
に
異
な
る
體
例
を
取
っ
て
い
る
。
乾
册
（
卷
一
、
卷

二
）
は
「
校
注
西
廂
記
」
と
稱
し
、
凌
濛
初
本
を
底
本
に
し
、
注
と

し
て
引
用
さ
れ
た
內
容
は
ａ
本
と
か
な
り
異
な
る
。
坤
册
（
卷
三
～

卷
五
）
は
名
称
が
ａ
本
と
同
じ
「
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
」
で
、
底

本
が
王
驥
德
本
で
あ
り
、
注
の
內
容
も
ａ
本
に
近
い
、
と
い
う
。

　

筆
者
は
、
以
上
の
兩
氏
の
意
見
に
お
お
む
ね
贊
同
す
る
が
、
兩
氏

が
檢
討
の
中
心
と
さ
れ
な
か
っ
た
『
第
六
才
子
書
』
こ
と
金
聖
歎
本

の
引
用
に
關
し
て
は
、
な
お
補
足
の
餘
地
が
あ
る
と
考
え
、
體
例
の

異
同
が
特
に
目
立
つ
ｂ
本
乾
册
と
ａ
本
を
中
心
に
改
め
て
考
察
を
試

み
た
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
ｂ
本
乾
册
の
ほ
う
が
ａ
本
よ
り
金
聖
歎
本
へ

の
言
及
が
は
る
か
に
多
い
。
二
本
に
現
れ
た
金
聖
歎
本
に
言
及
し
た

箇
所
を
對
照
さ
せ
た
附
表
（
文
末
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
ｂ
本

乾
册
に
は
㉑
を
除
く
計
四
十
二
箇
所
に
の
ぼ
る
一
方
で
、
ａ
本
に
は

⑸
・
⑻
・
⑿
・
⒁
・
⒂
・
⒇
・
㉑
の
わ
ず
か
七
箇
所
に
止
ま
る
。
う

ち
⑻
は
二
本
の
引
用
內
容
が
異
な
る
例
で
、
㉑
は
ａ
本
に
の
み
金
聖

歎
本
が
引
用
さ
れ
る
例
で
あ
る
。
㉛
・
㊴
・
㊶
・
㊷
・
㊸
は
二
本
が

同
じ
内
容
を
引
く
箇
所
だ
が
、
ｂ
本
に
の
み
金
聖
歎
の
名
前
が
明
言

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
金
聖
歎
に
よ
る
本
文
の
改
竄
に
對
す
る
言
及
は
、

ｂ
本
に
は
⑵
、
⑷
、
⑹
、
⑻
、
㉔
、
㉖
、
㉘
、
㊲
、
㊵
と
散
見
さ
れ

る
が
、
ａ
本
に
は
皆
無
で
あ
る
。
遺
漏
を
な
お
恐
れ
は
す
る
が
、
大

勢
に
影
響
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
金
聖
歎
本
の
利
用
狀

況
に
限
れ
ば
、
傳
田
氏
の
言
う
ｂ
本
乾
册
の
「
注
の
方
が
、
比
較
的

㉓
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手
が
こ
ん
で
い
る
」
こ
と
の
一
端
と
も
見
な
し
得
る
。
以
下
、
代
表

的
な
例
を
擧
げ
な
が
ら
詳
し
く
見
て
み
た
い
。
引
用
文
の
傍
線
部

①
・
②
・
③
は
王
本
・
凌
本
・
金
本
の
い
ず
れ
か
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。

傍
線
を
引
い
て
い
な
い
部
分
は
、
他
の
テ
キ
ス
ト
か
、
筆
者
の
調
査

で
は
出
處
が
は
っ
き
り
し
な
い
部
分
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
巻
一
に
張
生
が
普
救
寺
で
初
め
て
鶯
鶯
を
見
か
け
た
時
に

詠
う
曲
を
例
と
し
て
擧
げ
た
い
（
附
表
⑶
）。

〈
ａ
本
〉
巻
一　

一
套

【
上
馬
嬌
】
這
的
是
兜
率
宮
、
休
猜
做
離
恨
天
。
呀
、
誰
想
着

寺
裏
遇
神
仙
。
我
見
他
宜
嗔
宜
喜
春
風
面
、
偏
、
宜
貼
翠
花
鈿
。

　

注
：
①
率
音
律
。
○
偏
字
斷
。
②
「
偏
」、
一
字
韻
句
、
所

謂
曲
中
短
。「
咍
、
怎
不
肯
回
過
臉
兒
來
」
亦
然
。【
上
馬
嬌
】

本
調
如
此
、
凡
劇
皆
然
。
勿
誤
認
「
偏
宜
」、「
嗤
嗤
」
連
讀
。

①
首
三
句
、
自
驚
疑
駭
咤
之
詞
。「
宜
嗔
宜
喜
」
二
句
屬
下

【
勝
葫
蘆
】
曲
看
。
離
恨
天
、
在
諸
天
上
最
高
之
處
。

〈
ｂ
本
〉
巻
一　

第
一
折

【
上
馬
嬌
】
這
的
是
兜
率
宮
、
休
猜
做
了
離
恨
天
。
呀
、
誰
想

着
寺
裏
遇
神
仙
。
我
見
他
宜
嗔
宜
喜
春
風
面
、
偏
、
宜
貼
翠
花

鈿
。

　

注
：
②
偏
、
一
字
韻
句
、
所
謂
曲
中
短
柱
。
以
後
「
嗤
、
嗤

的
扯
做
紙
條
兒
」、
亦
「
嗤
」
字
爲
句
。「
咍
、
怎
不
肯
回
過
臉

兒
來
」
亦
然
。【
上
馬
嬌
】
本
調
如
此
、
凡
劇
皆
然
。
勿
誤
認

「
偏
宜
」、「
嗤
嗤
」
連
讀
。
離
恨
天
、
佛
經
言
有
四
天
、
有
九

天
、
又
有
三
十
三
天
、
惟
離
恨
天
在
諸
天
之
上
最
高
之
處
。
①

王
云
、「
宜
嗔
宜
喜
」
二
句
屬
下
【
勝
葫
蘆
】
曲
看
。
③
聖
歎

以
爲
、「
宜
嗔
」
一
句
張
生
見
鶯
鶯
正
面
、「
偏
」
一
字
乃
鶯
鶯

側
轉
來
也
、
下
句
是
側
轉
來
所
見
也
。
翠
花
鈿
、『
酉
陽
雜

俎
』
曰
、「
今
婦
人
面
飾
用
花
子
、
起
自
唐
上
宮
〔
マ
マ
〕
昭

容
所
制
、
以
掩
點
迹
也
」。
按
、
隨
〔
マ
マ
〕
文
宮
〔
マ
マ
〕

貼
五
色
花
子
、
則
前
此
已
有
其
制
矣
、
似
不
起
於
上
宮
〔
マ

マ
〕
氏
也
。
諸
本
引
韋
固
遇
異
人
事
、
非
。

こ
う
し
て
見
比
べ
る
と
、
二
本
の
違
い
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
く
る
。

ａ
本
は
注
釋
の
大
半
が
王
驥
德
注
と
凌
濛
初
注
を
引
き
、
金
聖
歎
評

㉔

㉕
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は
用
い
て
い
な
い
。
そ
れ
に
對
し
て
、
ｂ
本
は
注
釋
が
よ
り
複
雑
で
、

金
聖
歎
評
を
引
用
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　

次
に
、
こ
の
二
つ
後
の
、
同
じ
く
張
生
が
詠
う
曲
を
見
て
み
よ
う

（
附
表
⑸
）。

〈
ａ
本
〉
巻
一　

一
套

【
幺
】
恰
便
似
嚦
嚦
鶯
聲
花
外
囀
、
行
一
步
可
人
憐
。
解
舞
的

腰
肢
嬌
又
軟
、
千
般
嬝
娜
、
萬
般
旖
旎
、
似
垂
柳
晚
風
前
。

　

注
：
①
嚦
嚦
鶯
聲
、
屬
上
半
晌
句
看
。
行
一
步
可
人
憐
、
又

貫
下
四
句
。
③
金
云
、
便
移
步
入
去
也
。

〈
ｂ
本
〉
巻
一　

第
一
折

【
幺
】
嚦
嚦
鶯
聲
花
外
囀
、
行
一
步
可
人
憐
。
解
舞
腰
肢
嬌
又

軟
、
千
般
嬝
娜
、
萬
般
旖
旎
、
似
垂
柳
晚
風
前
。

　

注
：
①
王
云
、「
嚦
嚦
鶯
聲
」、
屬
上
半
晌
「
恰
方
言
」
句
看
。

「
行
一
步
可
人
憐
」、
又
貫
下
四
句
。
諸
本
首
句
有
「
恰
便

似
」
三
字
、
與
下
「
似
垂
柳
」
兩
「
似
」
字
重
。
古
本
無
。
③

聖
歎
云
、
行
一
步
、
上
「
偏
」
字
便
是
側
轉
身
來
行
此
一
步
也
。

再
一
步
便
入
去
了
也
。

こ
の
部
分
で
は
、
ａ
本
も
例
外
的
に
「
金
云
」
と
し
て
金
聖
歎
評
が

引
か
れ
て
い
る
が
、
ｂ
本
で
は
同
じ
部
分
の
金
聖
歎
評
を
さ
ら
に
長

く
引
用
す
る
。
特
に
「
上
「
偏
」
字
便
是
側
轉
身
來
行
此
一
步
也
」

（
上
の
「
偏
」
の
字
は
つ
ま
り
體
を
横
に
傾
け
て
こ
の
一
步
を
步
く
の
だ
）

と
の
引
用
は
、
前
に
擧
げ
た
【
上
馬
嬌
】
に
現
れ
た
「
偏
」
の
字
と

の
繋
が
り
を
言
及
し
て
い
る
部
分
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
引
用

に
關
し
て
言
え
ば
、
ｂ
本
は
斷
片
的
に
で
は
な
く
、
金
聖
歎
の
評
語

を
上
下
の
文
脈
を
重
視
し
て
引
く
意
圖
が
見
え
る
と
言
え
よ
う
。

　

ま
た
、
ｂ
本
に
は
ａ
本
に
見
ら
れ
な
い
金
聖
歎
が
本
文
に
施
し
た

改
竄
へ
の
言
及
な
ど
、
一
步
踏
み
込
ん
だ
議
論
も
見
ら
れ
る
。
巻
二

か
ら
惠
明
和
尚
が
張
生
の
依
賴
を
受
け
、
杜
將
軍
の
救
援
を
求
め
に

行
く
時
に
詠
っ
た
曲
を
一
例
と
し
て
擧
げ
る
（
附
表
㉘
）。

〈
ａ
本
〉
巻
二　

一
套

【
滾
繡
毬
】
我
經
文
也
不
會
談
、
逃
禪
也
懶
去
參
。
戒
刀
頭
近

新
來
鋼
蘸
、
鐵
棒
上
怎
生
教
半
星
兒
土
漬
塵
銜
。
別
的
僧
不
僧
、

㉗
㉘

㉙

㉚
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俗
不
俗
、
女
不
女
、
男
不
男
、
則
會
齋
的
飽
、
則
向
那
僧
房
中

胡
渰
、
那
裏
怕
焚
燒
了
兜
率
伽
藍
。
則
爲
那
善
文
能
武
人
千
里
、

憑
着
這
濟
困
扶
危
書
一
緘
、
有
勇
無
慙
。

　

注
：
①
首
二
句
、
與
上
「
怎
生
喚
做
打
參
」
意
複
。
古
本

「
土
漬
塵
含
」、「
含
」
不
如
「
銜
」
較
妥
。
言
鐵
棒
使
得
滑
熟
、

無
纖
毫
塵
翳
也
。
②
有
勇
無
慙
、
惠
明
自
負
之
言
。
①
首
誇
己

之
勇
、
卽
笑
僧
伴
之
無
用
。
末
又
謔
張
生
、
言
你
所
仗
者
杜
將

軍
、
不
知
還
仗
我
寄
書
之
人
要
緊
耳
。
你
莫
道
徒
勇
、
我
何
有

無
勇
有
慙
。
①
王
「
慙
」
作
「
憨
」、
而
云
「
癡
也
」、
言
「
我

非
癡
者
也
」。
胡
渰
、
是
鄉
語
。

〈
ｂ
本
〉
巻
二　

楔
子

【
滾
繡
毬
】
我
經
文
也
不
會
談
、
逃
禪
也
懶
去
參
。
戒
刀
頭
近

新
來
鋼
蘸
、
鐵
棒
上
無
半
星
兒
土
漬
塵
緘
。
別
的
都
僧
不
僧
、

俗
不
俗
、
女
不
女
、
男
不
男
、
則
會
齋
的
飽
、
則
向
那
僧
房
中

胡
渰
、
那
裏
怕
焚
燒
了
兜
率
伽
藍
。
則
爲
那
善
文
能
武
人
千
里
、

憑
着
這
濟
困
扶
危
書
一
緘
、
有
勇
無
慙
。

　

注
：
①
逃
禪
、
杜
詩
「
醉
中
往
往
愛
逃
禪
」。
朱
本
作
「
道

禪
」、
無
出
。
③
聖
歎
改
作
「
經
怕
談
、
禪
懶
參
」、
因
不
知

【
滾
繡
毬
】
調
字
句
、
此
類
不
可
舉
數
、
屬
紫
奪
朱
矣
。
齋
的
、

謂
餐
得
也
。
胡
揜
、
猶
言
忘
閉
房
門
也
。
②
卽
云
、
有
勇
無
慙
、

惠
明
自
負
之
言
甚
明
。
徐
改
爲
「
憨
」、
注
云
、「
謂
杜
帥
勇
且

智
」。
何
謂
。
只
看
上
下
文
、
此
時
何
與
推
許
杜
帥
耶
。
①
王

亦
從
、
云
、「
憨
、
癡
也
。
言
你
莫
道
我
徒
勇
而
癡
、
我
非
癡

者
也
」。
何
說
夢
之
甚
。

ａ
本
は
金
聖
歎
本
に
つ
い
て
何
も
觸
れ
て
い
な
い
が
、
ｂ
本
は
金
聖

歎
が
本
文
の
「
經
文
也
不
會
談
、
逃
禪
也
懶
去
參
」
を
「
經
怕
談
、

禪
懶
參
」
に
改
め
た
こ
と
を
批
判
し
、「
因
不
知
【
滾
繡
毬
】
調
字

句
、
此
類
不
可
舉
數
、
屬
紫
奪
朱
矣
」（【
滾
繡
毬
】
曲
の
曲
調
に
よ
る

字
句
を
知
ら
な
い
た
め
で
あ
り
、
こ
う
い
う
類
の
も
の
は
數
え
切
れ
な
い
ほ

ど
あ
り
、
惡
い
も
の
が
良
い
も
の
に
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
）

と
述
べ
る
。

　

さ
ら
に
、
字
句
の
解
釋
に
關
わ
る
金
聖
歎
評
へ
の
言
及
と
し
て
は
、

巻
二
の
惠
明
が
詠
う
部
分
の
續
き
に
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
（
附
表

㉚
）。
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〈
ａ
本
〉
巻
二　

一
套

【
收
尾
】
您
助
威
風
、
擂
幾
聲
鼓
。
仗
佛
力
、
納
一
聲
喊
。
繡

幡
開
遙
見
英
雄
俺
。
我
教
那
半
萬
賊
兵
諕
破
膽
。

　

注
：
①
押
俺
字
甚
奇
。
董
詞
、「
開
門
但
助
我
一
聲
喊
」。
俗

本
此
後
有
僞
增
【
賞
花
時
】
二
曲
、
鄙
惡
甚
。
諕
破
膽
、
契
丹

軍
中
之
謠
。

〈
ｂ
本
〉
巻
二　

楔
子

【
收
尾
】
恁
與
我
助
威
風
、
擂
幾
聲
鼓
。
仗
佛
力
、
吶
一
聲
喊
。

繡
旗
下
遙
見
英
雄
俺
、
我
教
那
半
萬
賊
兵
唬
破
膽
。（
下
）

　

注
：
擂
、
本
作
攂
、
俗
謂
擊
鼓
曰
擂
鼓
。
喊
、
大
呼
曰
喊
。

唬
、
驚
貌
。
遙
字
多
唯
爲
遙
遠
之
意
、
未
得
明
解
。
③
聖
歎
解

得
分
明
、
云
、
斵
山
云
、「
美
人
于
鏡
中
照
影
、
雖
云
看
自
、

寔
是
看
他
。細
思
千
載
以
來
、只
有
離
魂
倩
女
一
人
曾
看
自
也
。

他
日
讀
杜
詩
、
云
、『
遙
憐
小
兒
女
、
未
解
憶
長
安
』。
卻
將
自

己
腸
肚
、
移
至
兒
女
分
中
。
此
眞
是
自
憶
自
。
又
他
日
讀
王
摩

詰
詩
、
云
、『
遙
知
遠
林
際
、
不
見
此
簷
端
』。
亦
將
自
己
眼
光

移
置
遠
林
分
中
。
此
眞
是
自
望
自
。
蓋
二
先
生
皆
用
倩
女
離
魂

法
作
詩
也
」。
聖
歎
今
日
讀
『
西
廂
』、
不
覺
失
笑
、
因
寄
語
斵

山
、「
卿
前
謂
我
言
、
王
杜
俱
用
俱
用
〔
マ
マ
〕
倩
女
離
魂
法

作
詩
、
原
來
只
是
用
得
一
遙
字
也
」。

こ
こ
で
は
、
ｂ
本
は
「
遙
」
字
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
「
聖
歎
解
得
分

明
」（
聖
歎
が
わ
か
り
や
す
く
解
釋
し
て
い
る
）
と
の
評
價
を
加
え
た
上

で
、『
第
六
才
子
書
』
に
見
ら
れ
る
「
遙
」
字
を
め
ぐ
る
金
聖
歎
と

王
斵
山
の
對
談
を
引
い
て
い
る
。
一
方
、
ａ
本
の
該
當
部
分
で
は
金

聖
歎
の
說
は
ま
っ
た
く
引
用
さ
れ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、「
遙
」
字

を
め
ぐ
る
解
釋
に
す
ら
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
例
が
先
ほ
ど
引
用
し
た
巻
一
【
上
馬
嬌
】
の
直

前
の
【
元
和
令
】
の
「
顚
不
剌
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
め
ぐ
る
注

と
そ
の
日
本
語
譯
に
見
え
る
。

〈
ａ
本
〉
巻
一　

一
套

【
元
和
令
】
顚ウ

ツ
ク
シ
モ
ノ

不
剌
的
看
了
萬
千
、
似コ
ト
キ

這
般
可
喜
娘
罕
曾
見
、

則
教
人
眼
花
撩
亂
口
難
言
。
魂
靈
兒
飛
在
半
天
、
儘マ

カ
ス

人
調ナ
ブ
ル戲

軃
着
香
肩
、
只
將
花
笑
撚
。

㉞

㉟
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注
：
①
剌
音
辣
、
從
束
不
从
朿
。
躱
音
朶
。
王
云
、「
顚
不

剌
」
句
反
起
下
句
「
可
喜
娘
」
句
。
顚
、
輕
佻
也
。
不
剌
、
方

言
助
語
、
元
詞
用
之
最
多
。
如
「
擧
案
齊
眉
」
劇
「
破
不
剌
碗

內
、
喫
了
些
淡
不
淡
白
粥
」
之
類
。
董
詞
、「
教
普
天
下
顚
不

剌
的
浪
兒
每
許
」。
②
卽
云
、
攷
之
、「
不
剌
」
爲
北
方
助
語
則

是
、
而
其
解
則
非
也
。
顚
不
剌
、
詞
中
用
之
不
少
、
如
「
顚
不

剌
情
理
是
難
甘
」、「
顚
不
剌
喬
症
疾
」
等
語
、
豈
亦
以
「
顚
」

爲
輕
佻
、
而
反
起
「
可
喜
」
耶
。
繹
其
意
、
似
言
沒
頭
脳
、
沒

正
經
之
意
。
如
「
葫
蘆
提
」、「
酩
子
裏
」
之
類
、
可
解
不
可
解

之
間
。
湯
臨
川
「
邯
鄲
記
」
中
「
顚
不
剌
自
裁
刮
」
用
得
合
。

若
依
王
解
、
則
下
「
解
舞
腰
肢
」
四
語
、
豈
亦
贊
其
凝
重
耶
。

卽
「
躱
香
肩
」
而
「
笑
撚
」「
花
」
亦
非
凝
重
氣
象
矣
。「
說

鈴
」
載
「
顚
不
剌
寶
石
」
亦
似
是
。

〈
ｂ
本
〉
巻
一　

第
一
折

【
元
和
令
】
顚ヨ

キ
シ
ロ
モ
ノ

不
剌
的
見
了
萬
千
、
似コ
ト
キ

這コ
ノ
ヤ
ウ
ナ般
可
喜
娘
的
龐カ

兒ヲ

罕ナ
シ

曾
見
、
則タ
ヽ

着シ
ム

人
眼
花
撩
亂
口
難
言
。
魂
靈
兒
飛
在
半
天
、
他

那
裏
儘マ

カ
セ

人
調
戲
軃
着
香
肩
、
只
將
花
笑
撚
。

　

注
：
①
剌
音
辣
、
從
束
不
從
朿
。
躱
音
朶
。
②
卽
云
、
顚
不

剌
、
舊
解
爲
美
人
名
、
固
非
。
徐
及
王
解
云
、
顚
、
輕
狂
也
。

不
剌
、
方
言
助
語
、
不
必
其
着
顚
字
。
如
「
擧
案
齊
眉
」
劇

「
破
不
剌
碗
內
、
喫
了
淡
不
淡
白
粥
」
之
類
。「
顚
不
剌
」
句
、

反
起
「
可
喜
」
句
。
言
輕
狂
之
甚
者
見
了
萬
千
、
似
鶯
鶯
之
凝

重
可
喜
者
少
。「
儘
人
調
戲
」
三
句
、
正
見
凝
重
處
。
攷
之
、

「
不
剌
」
爲
北
方
助
語
則
是
、
而
其
解
則
非
也
。
顚
不
剌
、
詞

中
用
之
不
少
、
如
「
顚
不
剌
情
理
是
難
甘
」、「
顚
不
剌
喬
症

疾
」
等
語
、
豈
亦
以
「
顚
」
爲
輕
狂
、
而
反
起
「
可
喜
娘
」
耶
。

繹
其
意
、
似
言
沒
頭
腦
、
沒
正
經
之
意
。
如
「
葫
蘆
提
」、「
酩

子
裡
」
之
類
、
可
解
不
可
解
之
間
。
湯
臨
川
「
邯
鄲
記
」
中

「
顚
不
剌
自
裁
刮
」
用
得
合
。
若
依
徐
解
、
則
下
「
解
舞
腰

肢
」
四
語
豈
亦
贊
其
凝
重
耶
。
卽
「
軃
着
香
肩
」
而
「
笑
撚
」

「
花
」
亦
非
凝
重
氣
象
矣
。
①
董
詞
、「
儘
人
顧
盻
、
手
把
花

枝
撚
」。「
言
鯖
」
云
、
萬
曆
初
、
張
江
陵
當
國
、
將
南
京
大
祖

所
藏
寶
玩
盡
取
上
京
。
中
有
顛
不
剌
寶
石
一
塊
、
重
七
分
、
老

朱
色
、
若
照
日
、
只
見
石
光
、
所
以
爲
寶
也
。
又
按
「
耆
婆

傳
」
云
、
奉
那
明
珠
備
翫
看
。
萍
沙
王
道
、
這
顚
不
剌
怎
麼
沒

㊲
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有
光
彩
。
総
之
、
③
言
所
見
萬
千
亦
皆
絕
艷
、
然
皆
非
今
日
之

謂
也
。
軃
、
垂
下
貌
。

こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
顚
不
剌
」
に
つ
い
て
、
ａ
本
で
は
、

ま
ず
王
驥
德
注
を
引
用
し
、
そ
れ
に
凌
濛
初
注
を
接
い
で
い
る
。
王

驥
德
に
よ
る
と
、「
顚
不
剌
」
は
「
輕
佻
」（
振
舞
い
が
輕
は
ず
み
だ
）

と
の
意
味
に
な
る
が
、
凌
濛
初
は
そ
れ
を
反
對
し
て
「
沒
頭
脳
、
沒

正
經
」（
ま
と
も
で
な
い
）
と
解
釋
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
語
譯
を

見
る
と
、
兩
方
の
意
味
の
ど
ち
ら
に
も
對
應
せ
ず
、「
ウ
ツ
ク
シ
モ

ノ
」
と
譯
し
て
い
る
。
こ
の
譯
の
出
自
を
解
く
手
掛
か
り
は
ｂ
本
に

あ
る
。
ｂ
本
で
は
、
王
驥
德
の
音
注
の
後
、
直
接
凌
濛
初
注
を
引
く

の
だ
が
、
譯
は
や
は
り
凌
濛
初
の
說
と
違
い
、「
ヨ
キ
シ
ロ
モ
ノ
」

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
③
で
示
す
傍
線
部
「
言
所
見
萬
千
亦
皆

絕
艷
、
然
皆
非
今
日
之
謂
也
」（
幾
千
幾
萬
も
の
す
ベ
て
絕
世
の
美
女
を

見
て
き
た
が
、
皆
今
日
の
人
ほ
ど
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
）
と
い
う
の

は
、
ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
に
譯
し
た
證
據
を
示
す
部
分
で
あ
る
。
誰

の
言
葉
と
は
記
さ
れ
な
い
が
、『
第
六
才
子
書
』
巻
四
の
金
聖
歎
評

に
そ
の
ま
ま
同
文
が
見
え
る
。
傍
線
を
引
い
て
い
な
い
部
分
は
金
聖

歎
評
に
は
含
ま
れ
ず
、
現
段
階
で
は
出
處
は
未
詳
な
が
ら
も
、
い
ず

れ
も
美
し
い
寶
石
を
形
容
す
る
用
例
で
あ
る
。
人
間
を
形
容
す
る
用

例
で
な
く
と
も
、「
美
し
い
」
と
い
う
方
向
で
は
軌
を
一
に
し
、
そ

の
說
の
補
強
效
果
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
ｂ
本
は
金

聖
歎
の
『
第
六
才
子
書
』
を
參
照
し
た
痕
跡
を
殘
し
て
い
る
が
、
ａ

本
の
「
ウ
ツ
ク
シ
モ
ノ
」
は
金
聖
歎
の
說
を
採
用
し
た
譯
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
說
自
體
に
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。
な
お
、

こ
の
よ
う
に
金
聖
歎
の
名
前
を
明
言
し
な
い
が
、
そ
の
影
響
を
受
け

た
可
能
性
を
有
す
る
引
用
例
は
他
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
附
表
に
は

確
實
に
名
前
を
明
言
す
る
も
の
の
み
列
擧
す
る
こ
と
に
し
、
不
確
定

要
素
を
含
む
も
の
は
今
回
は
入
れ
な
い
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
ｂ
本
乾
册
の
ほ
う
が
よ
り
金
聖
歎
の
說
を

多
く
取
り
入
れ
て
い
る
。
一
方
、
ａ
本
で
は
「
顚
不
剌
」
の
例
か
ら

明
ら
か
に
金
聖
歎
本
を
參
照
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
痕

跡
は
排
除
さ
れ
て
い
る
。

　

な
ぜ
ａ
本
と
ｂ
本
の
間
に
金
聖
歎
本
に
對
す
る
取
捨
選
擇
の
差
異

が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
二
本
の
作
成
目
的
を
通
し
て
、
そ
の
答
え

の
手
掛
か
り
を
探
っ
て
み
よ
う
。

㊳
㊴
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ａ
本
の
作
成
目
的
に
つ
い
て
、
樊
可
人
氏
は
、
そ
れ
が
「
江
戶
で

行
っ
た
會
讀
や
講
義
に
お
い
て
、
原
文
を
唐
音
で
發
音
す
る
た
め
だ

っ
た
と
考
え
る
」
と
大
變
示
唆
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
實
際
遠

山
荷
塘
に
は
講
讀
會
を
開
き
、『
西
廂
記
』
を
人
に
教
え
て
い
た
記

錄
が
見
ら
れ
る
。
當
時
の
儒
者
で
あ
る
朝
川
善
庵
（
一
七
八
一
～
一

八
四
九
）
が
記
し
た
荷
塘
の
傳
記
「
荷
塘
道
人
圭
公
傳
碑
」
に
、
荷

塘
が
江
戶
で
行
っ
た
『
西
廂
記
』
や
『
琵
琶
記
』
の
講
讀
會
に
つ
い

て
左
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

年
三
十
一
、
始
來
江
戶
。
寓
於
本
所
、
與
余
居
相
距
不
甚
遠
。

故
余
知
師
最
先
。
余
與
大
窪
行
、
宮
澤
雉
諸
友
設
席
延
致
、
受

『
西
廂
』、『
琵
琶
』
二
記
。
先
是
、
江
戶
文
人
無
精
於
傳
奇
者
。

何
況
詞
曲
乎
。
若
摘
月
琴
者
、
絕
不
見
其
人
。
而
師
兼
能
之
、

竟
以
是
名
家
、
人
亦
以
是
稱
之
。

　

（（
遠
山
荷
塘
は
）
三
十
一
歳
の
時
、
初
め
て
江
戶
に
來
た
。
本
所

（
現
東
京
都
墨
田
區
本
所
）
に
住
み
、
私
の
家
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
離
れ

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
私
が
も
っ
と
も
早
く
に
先
生
と
知
り
合
っ
た
。

私
は
大
窪
行
さ
ん
や
宮
澤
雉
さ
ん
な
ど
の
友
人
と
と
も
に
宴
席
を
設
け

て
先
生
を
招
き
、『
西
廂
』
と
『
琵
琶
』
の
二
つ
の
傳
奇
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
。
こ
れ
よ
り
前
に
、
江
戶
で
は
傳
奇
に
詳
し
い
も
の
は
い
な

か
っ
た
。
ま
し
て
や
詞
や
曲
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
月
琴
を
彈
く
よ
う

な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
人
は
全
く
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

一
方
先
生
は
そ
の
兩
方
が
よ
く
で
き
、
結
局
そ
れ
に
よ
っ
て
有
名
に
な

り
、
人
々
も
そ
れ
で
先
生
を
襃
め
稱
え
た
。）

荷
塘
は
江
戶
に
行
く
前
に
、
九
州
に
も
滯
在
し
、
長
崎
で
唐
通
事
に

中
國
語
を
教
わ
っ
た
經
驗
を
持
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
有
名
な
儒
者
で

あ
る
龜
井
昭
陽
（
一
七
七
三
～
一
八
三
六
）
や
廣
瀬
淡
窓
（
一
七
八
二

～
一
八
五
六
）
と
も
交
遊
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
儒
者
も
、
當
時
に

し
て
は
數
少
な
い
中
國
語
の
發
音
に
通
じ
る
俗
語
家
の
荷
塘
に
對
し

て
唐
音
つ
ま
り
中
國
語
の
發
音
や
俗
語
文
學
に
興
味
を
示
し
、
荷
塘

は
彼
ら
の
前
で
も
唐
音
を
披
露
し
た
こ
と
が
あ
る
ら
し
い
。

　

も
し
『
西
廂
記
』
を
唐
話
學
習
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
る
な
ら
、

個
々
の
言
葉
の
發
音
や
意
味
が
重
要
視
さ
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
こ

で
言
葉
の
發
音
や
意
味
の
解
釋
を
主
と
す
る
王
驥
德
注
と
凌
濛
初
注

の
ほ
う
が
都
合
が
よ
か
ろ
う
。
逆
に
、
綿
密
な
考
證
に
缺
け
、
批
評

㊶

㊷
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の
色
が
濃
い
金
聖
歎
評
は
、
鑑
賞
の
側
面
が
強
く
、
講
讀
會
の
場
に

は
合
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
荷
塘
が
王
驥
德
注
と
凌
濛
初

注
を
中
心
に
引
き
、
さ
ら
に
彼
な
り
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
唐
話
を
學
ぶ

た
め
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
體
例
が
比
較
的
一
貫
し
た
ａ
本
を
作
り

上
げ
た
と
い
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。

　

そ
れ
に
對
し
て
、
ｂ
本
は
明
ら
か
に
未
完
成
の
狀
態
に
あ
る
が
、

金
聖
歎
評
を
は
じ
め
、
よ
り
豐
富
な
說
や
荷
塘
自
身
の
考
え
が
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
目
的
を
達
成
す
る
前
段
階
の
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
狀
態
で
は
講
讀
會
の

場
で
唐
話
を
音
讀
す
る
た
め
に
使
用
し
た
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

　

問
題
は
む
し
ろ
、
な
ぜ
遠
山
荷
塘
が
二
つ
の
性
格
の
異
な
る
テ
キ

ス
ト
を
作
ろ
う
と
し
た
の
か
、
そ
の
動
機
に
あ
る
。
次
節
で
は
、
當

時
の
人
々
が
『
西
廂
記
』
に
對
す
る
態
度
を
中
心
に
そ
の
理
由
を
考

え
た
い
。

三　

讀
ん
で
は
い
け
な
い
「
妙
文
」

　

唐
話
を
學
習
す
る
た
め
に
『
西
廂
記
』
を
用
い
た
集
團
と
し
て
、

荷
塘
が
中
國
語
を
教
わ
っ
た
唐
通
事
が
擧
げ
ら
れ
る
。
こ
の
點
に
つ

い
て
、
つ
と
に
武
藤
長
平
氏
に
よ
る
貴
重
な
文
獻
調
査
が
行
わ
れ
て

い
る
。
左
に
引
用
し
て
お
く
。

　

唐
通
事
は
最
初
發
音
を
學
ぶ
爲
に
『
三
字
經
』『
大
學
』『
論

語
』『
孟
子
』『
詩
經
』
等
を
唐
音
で
讀
み
、
次
に
語
學
の
初
歩

卽
ち
恭
喜
、
多
謝
、
請
坐
な
ど
の
短
き
二
字
を
習
ひ
、
好
得
緊
、

不
曉
得
、
吃
茶
去
な
ど
の
三
字
話
を
諳
じ
て
更
に
四
字
以
上
の

長
短
話
を
學
ぶ
、
そ
の
教
科
書
が
『
譯
訶
長
短
話
』
五
册
で
あ

る
、
そ
れ
か
ら
『
譯
家
必
備
』
四
册
『
養
兒
子
』
一
册
『
三
折

肱
』
一
册
『
醫
家
摘
要
』
一
册
『
二
才
子
』
二
册
『
瓊
浦
佳

話
』
四
册
な
ど
唐
通
事
編
輯
に
か
ゝ
る
寫
本
を
卒
業
す
る
と
此

に
唐
本
『
今
古
奇
觀
』『
三
國
志
』『
水
滸
傳
』『
西
廂
記
』
な

ど
を
師
に
就
き
て
學
び
進
ん
で
『
福
惠
全
書
』『
資
治
新
書
』

『
紅
樓
夢
』『
金
瓶
梅
』
な
ど
を
自
習
し
難
解
の
處
を
師
に
質

す
と
い
ふ
の
が
普
通
の
順
序
で
あ
る
。

武
藤
氏
に
よ
れ
ば
、『
西
廂
記
』
は
唐
話
習
得
の
た
め
、
先
生
に
つ

い
て
學
習
す
る
書
物
の
一
つ
で
あ
る
。
一
方
、
當
の
唐
通
事
に
よ
る

㊺
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『
西
廂
記
』
關
連
の
記
述
で
、『
西
廂
記
』
に
異
な
る
態
度
を
と
っ

た
資
料
も
あ
る
。
通
事
が
子
供
を
教
育
す
る
た
め
に
編
纂
し
た
書
物

『
小
孩
兒
』
に
は
、
以
下
の
一
節
が
見
ら
れ
る
。

　

原
來
人
幼
年
間
到
學
堂
讀
書
、
不
是
學
人
不
正
經
、
要
是
學

好
的
意
思
了
。
…
…
（
略
）
…
…
還
有
大
漢
子
把
曲
本
『
西

廂
』
這
等
的
閑
書

0

0

藏
在
身
邊
帶
過
來
、
放
在
側
邊
、
假
做
讀
書
、

低
低
兒
唱
曲
子
。
把
一
ヶ
學
堂
當
做
戲
臺
上
、
你
說
煞
野
不
煞

野
。
這
樣
懶
東
西
、
學
文
怎
麽
學
得
到
。

　

（
そ
も
そ
も
人
が
若
い
頃
學
堂
に
勉
強
し
に
行
く
の
は
、
だ
ら
し

が
な
い
こ
と
を
習
う
の
で
は
な
く
、
い
い
こ
と
を
習
う
と
い
う
意
味
で

あ
る
。（
中
略
）
さ
ら
に
大
の
男
が
芝
居
臺
本
『
西
廂
記
』
の
よ
う
な

「
閑
書

0

0

」
を
隱
し
持
っ
て
き
て
、
そ
ば
に
置
い
て
、
本
を
讀
む
振
り
を

し
な
が
ら
、
ぶ
つ
ぶ
つ
と
曲
を
唸
る
。
學
校
を
芝
居
の
舞
臺
に
す
る
な

ど
、
粗
野
か
粗
野
で
な
い
か
、
言
っ
て
み
な
さ
い
。
こ
ん
な
怠
け
者
は
、

學
問
を
ど
う
や
っ
て
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。）

學
堂
と
い
う
學
問
の
場
で
、「
閑
書
」（
つ
ま
ら
な
い
本
）
で
あ
る

『
西
廂
記
』
を
こ
っ
そ
り
と
讀
む
子
供
は
先
生
に
怒
ら
れ
る
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。
實
は
、『
西
廂
記
』
を
「
閑
書
」
と
見
な
す
風
潮
は
、

中
國
に
も
か
つ
て
存
在
し
、
金
聖
歎
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
見
方
を

變
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
讀
法
」
第
七
十
八
條
は
次
の

よ
う
に
言
う
。

　

読
『
西
廂
記
』、
便
可
告
人
曰
、
読
『
西
廂
記
』。
旧
時
見
人

諱
之
曰
「
看
閑
書
」、
此
大
過
也
。

　

（『
西
廂
記
』
を
讀
む
な
ら
、
そ
の
ま
ま
人
に
「『
西
廂
記
』
を
讀

む
」
と
言
え
ば
い
い
。
以
前
人
が
そ
れ
を
忌
避
し
て
「『
閑
書

0

0

』
を
眺

め
る
」
と
言
う
の
を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
き
な
間
違

い
で
あ
る
。）

金
聖
歎
は
『
西
廂
記
』
が
「
閑
書
」
で
は
な
い
こ
と
を
力
說
し
て
い

る
が
、
先
生
通
事
は
そ
う
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
唐
通

事
に
と
っ
て
、『
西
廂
記
』
は
唐
話
學
習
に
有
用
で
あ
っ
て
も
、
あ

く
ま
で
先
生
に
つ
い
て
學
習
す
る
も
の
で
あ
り
、
個
人
で
こ
っ
そ
り

樂
し
む
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
學
問
を
養
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は

㊻
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有
害
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

唐
通
事
で
は
な
い
が
、
人
目
を
憚
っ
て
『
西
廂
記
』
を
こ
っ
そ
り

と
讀
む
記
錄
と
し
て
、
儒
者
の
樫
田
北
岸
（
一
七
五
七
～
一
七
九
四
）

の
作
っ
た
「
姉
妹
詞
三
首
」
そ
の
三
も
注
目
に
値
す
る
。

　

姉
讀
『
西
廂
記
』、
顧
眄
憚
人
來
。
背
後
有
妹
聲
、
掩
帙
事

剪
裁
。

　

（
姉
が
『
西
廂
記
』
を
讀
み
な
が
ら
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と
辺
り
を

伺
い
、
人
が
來
る
の
を
警
戒
し
て
い
る
。
背
後
か
ら
妹
の
聲
が
し
た
ら
、

本
を
閉
じ
て
針
仕
事
を
し
始
め
る
。）

こ
の
資
料
で
は
、
北
岸
の
姉
が
人
に
ば
れ
な
い
よ
う
に
『
西
廂
記
』

を
讀
む
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
で
は
、
ど
う
し
て
北
岸
の
姉
は
こ

っ
そ
り
と
讀
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
か
。
北
岸
の
弟
で
同
じ

く
儒
者
の
大
田
錦
城
（
一
七
六
五
～
一
八
二
五
）
の
次
の
言
葉
を
見
れ

ば
そ
の
理
由
が
わ
か
る
。

　

李
笠
翁
、
金
聖
歎
ノ
惡
行
ハ
『
蒪
鄕
贅
筆
』
ニ
詳
ナ
リ
。
聖

歎
ノ
腰
斬
セ
ラ
ル
ヽ
事
ハ
『
秋
坪
新
語
』
ニ
見
ヘ
タ
リ
。
學
者

此
二
家
ノ
書
ハ
几
案
ノ
前
ニ
近
ヅ
ケ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
門
戶

ノ
內
ニ
入
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

錦
城
は
金
聖
歎
の
死
を
彼
の
惡
行
の
せ
い
と
し
、
金
聖
歎
の
本
を
讀

む
ど
こ
ろ
か
、
所
有
す
ら
し
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。
前
述
の
よ

う
に
、
當
時
の
『
西
廂
記
』
は
一
般
的
に
は
金
聖
歎
に
よ
っ
て
編
纂

さ
れ
た
『
第
六
才
子
書
』
の
形
で
讀
ま
れ
て
い
た
の
で
、
自
ず
と
讀

ん
で
は
い
け
な
い
も
の
に
な
る
。「
金
聖
歎
ノ
惡
行
」
と
は
何
を
指

す
か
と
言
え
ば
、
錦
城
が
言
及
し
て
い
る
清
・
董
含
『
蒪
鄕
贅
筆
』

の
「
才
子
書
」
條
を
引
用
し
て
お
く
。

　

吳
人
有
金
聖
歎
者
、
著
『
才
子
書
』。
殺
青
、
列
書
肆
中
。

凡
『
左
』、『
孟
』、『
史
』、『
漢
』、
下
及
傳
奇
、
小
說
者
、
俱

有
評
語
。
其
言
誇
誕
不
經
、
諧
辭
俚
句
連
篇
累
牘
。
縱
其
胸
臆

以
之
評
經
史
、
恐
未
有
當
也
。
卽
以
『
西
廂
』
一
書
言
之
、
昔

之
談
詞
者
曰
、「
元
詞
家
一
百
八
十
七
人
、
王
實
甫
如
花
間
美

人
」、
自
是
絕
調
。
其
品
題
不
過
如
是
而
已
。
乃
聖
歎
恣
一
己

㊽
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之
私
見
、
本
無
所
解
。
自
謂
別
出
手
眼
、
奪
章
摘
句
、
瑣
碎
割

裂
。
觀
其
所
列
八
十
餘
條
、
謂
自
有
天
地
卽
有
此
妙
文
、
上
可

追
配
風
雅
、
貫
串
馬
莊
。
或
證
之
以
禪
語
、
或
儗
之
於
制
作
、

忽
而
經
典
雜
亂
不
倫
。
且
曰
、「
讀
聖
歎
所
批
『
西
廂
記
』、
是

聖
歎
文
字
、
不
是
西
廂
文
字
」、
直
欲
竊
爲
己
有
。
噫
、
可
謂

迂
而
愚
矣
。
其
終
以
筆
舌
賈
禍
也
宜
哉
。
乃
有
脫
胎
于
此
而
得

盛
名
獲
厚
利
者
、
實
爲
識
者
所
鄙
也
。

　

（
呉
の
人
物
に
金
聖
歎
と
い
う
人
が
お
り
、『
才
子
書
』
を
著
し
、

で
き
上
が
る
と
、
書
肆
に
竝
べ
た
。『
左
傳
』、『
孟
子
』、『
史
記
』、

『
漢
書
』
か
ら
傳
奇
、
小
說
ま
で
、
全
部
評
語
が
あ
る
。
そ
の
言
葉
は

で
た
ら
め
で
理
に
適
わ
ず
、
諧
謔
で
低
俗
な
文
句
が
長
々
と
書
き
連
ね

ら
れ
て
い
る
。
彼
が
胸
中
思
う
が
ま
ま
に
經
史
を
評
論
す
る
こ
と
は
、

恐
ら
く
適
切
で
は
な
い
の
で
あ
る
。『
西
廂
記
』
と
い
う
本
だ
け
に
つ

い
て
言
っ
て
も
、
昔
詞
を
論
じ
た
人
が
言
う
に
は
、「
元
代
の
詞
家
百

八
十
七
人
の
中
で
、
王
實
甫
は
花
間
の
美
人
の
よ
う
で
あ
る
」
と
言
う

の
だ
か
ら
、
自
の
ず
と
素
晴
ら
し
い
曲
で
あ
る
。
そ
の
評
價
は
そ
れ
だ

け
の
こ
と
だ
。
つ
ま
り
聖
歎
自
身
の
見
解
を
思
う
が
ま
ま
竝
べ
た
だ
け

で
、
元
々
何
の
解
釋
に
も
な
っ
て
い
な
い
。
彼
は
獨
特
な
見
方
で
文
章

を
變
え
た
と
自
分
で
言
っ
て
い
る
が
、
煩
わ
し
く
て
文
章
を
バ
ラ
バ
ラ

に
し
た
だ
け
で
あ
る
。
彼
が
擧
げ
た
八
十
餘
條
を
見
れ
ば
、
天
地
が
で

き
て
以
來
す
で
に
こ
の
妙
文
が
あ
り
、
古
い
も
の
と
し
て
は
『
詩
經
』

の
「
風
」
と
「
雅
」
と
肩
を
竝
べ
る
こ
と
が
で
き
、
司
馬
遷
の
『
史

記
』
や
『
莊
子
』
と
意
味
が
通
じ
合
っ
て
い
る
、
と
い
う
。
あ
る
い
は

禪
の
言
葉
を
使
っ
て
證
據
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
は
禮
樂
制
度
に
擬
え

た
り
も
す
る
。
經
典
が
す
ぐ
さ
ま
似
て
も
似
つ
か
ぬ
も
の
に
な
っ
て
し

ま
う
。
し
か
も
、「
聖
歎
が
批
評
し
た
『
西
廂
記
』
を
讀
め
ば
、
そ
れ

は
聖
歎
の
文
章
で
あ
り
、『
西
廂
記
』
の
文
章
で
は
な
い
」
な
ん
て
こ

と
を
言
い
、
も
は
や
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
あ
あ
、
誠

に
考
え
が
足
り
な
く
て
愚
か
だ
と
言
う
べ
き
だ
。
彼
が
筆
と
口
に
よ
っ

て
禍
を
招
い
て
人
生
を
閉
じ
た
結
末
も
相
應
し
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
僞
物
を
作
っ
て
盛
名
を
得
て
莫
大
な
利
益
を
手
に
入
れ
た
人
が

い
る
な
ど
、
本
當
は
識
者
に
輕
ん
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。）

董
含
の
言
う
、
金
聖
歎
が
自
分
の
獨
斷
で
『
西
廂
記
』
の
文
章
を
恣

意
的
に
改
竄
し
た
り
批
評
し
た
り
し
た
こ
と
、
こ
れ
が
つ
ま
り
儒
者

の
大
田
錦
城
の
言
う
金
聖
歎
の
「
惡
行
」
で
あ
り
、
學
者
が
金
聖
歎

㊿
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の
本
を
讀
ん
で
は
い
け
な
い
理
由
で
も
あ
る
。
無
論
、
金
聖
歎
は
つ

ね
に
贊
否
兩
論
の
人
物
で
あ
る
。
彼
の
大
膽
な
行
爲
は
つ
ね
に
絕
贊

と
批
判
と
兩
方
を
伴
っ
て
い
た
。
中
國
の
正
統
儒
者
に
は
金
聖
歎
を

批
判
す
る
も
の
は
枚
擧
に
暇
が
な
い
。
こ
う
し
た
意
見
を
汲
み
取
っ

た
錦
城
の
よ
う
な
儒
者
の
價
値
觀
か
ら
見
れ
ば
、
學
者
で
も
子
供
で

も
女
性
で
も
、
讀
者
が
誰
で
あ
ろ
う
と
も
、『
西
廂
記
』、
と
り
わ
け

金
聖
歎
が
作
っ
た
『
第
六
才
子
書
』
を
讀
ん
で
樂
し
む
行
爲
は
好
ま

し
く
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
も
う
一
度
遠
山
荷
塘
の
講
讀
會
を
思
い
出
そ
う
。『
西

廂
記
』
の
講
讀
會
も
、
あ
く
ま
で
唐
話
學
習
を
目
的
と
さ
れ
、
あ
る

種
の
學
問
の
一
環
で
あ
る
。
荷
塘
自
身
の
『
西
廂
記
』
評
價
は
と
も

か
く
、
傳
統
的
な
儒
者
か
ら
見
れ
ば
、『
西
廂
記
』
は
唐
話
學
習
の

材
料
に
は
な
り
得
て
も
、
そ
の
內
容
、
特
に
『
第
六
才
子
書
』
と
金

聖
歎
評
は
公
の
場
で
取
り
上
げ
る
に
相
應
し
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
儒
者
た
ち
に
用
意
さ
れ
た
場
で
金
聖
歎
の
言
論
を
廣
く
紹
介
す

る
の
は
、
荷
塘
に
と
っ
て
望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
た

め
、
講
讀
會
用
に
こ
し
ら
え
た
ａ
本
で
は
意
圖
的
に
金
聖
歎
の
痕
跡

を
排
除
し
た
。
一
方
、
評
價
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
金
聖
歎
評
を
別

に
ｂ
本
に
残
し
、
さ
ら
に
豐
富
な
內
容
を
盛
り
込
ん
だ
の
は
、
個
人

で
讀
む
時
の
內
容
理
解
の
手
助
け
に
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ａ
・
ｂ
兩
本
間
で
金
聖
歎
評
の
扱
い
に
相
違

が
あ
る
こ
と
も
、
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四　
「
妙
文
」
の
讀
ま
れ
方
が
意
味
す
る
こ
と

　

『
西
廂
記
』
の
原
型
と
な
る
唐
傳
奇
「
鶯
鶯
傳
」
は
古
く
か
ら
日

本
に
傳
わ
り
、『
伊
勢
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』
な
ど
王
朝
文
學
に

さ
ま
ざ
ま
な
影
を
落
と
し
て
い
た
。
結
末
こ
そ
異
な
る
が
、
張
生
と

鶯
鶯
の
物
語
は
日
本
人
に
と
っ
て
な
じ
み
深
い
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
上
流
階
級
を
描
く
王
朝
物
語
の
世
界
で
は
、
文
章
の
名
家
で
あ

る
元
稹
が
書
い
た
文
言
小
說
「
鶯
鶯
傳
」
が
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら

れ
た
一
方
で
、『
第
六
才
子
書
』
へ
と
姿
を
變
え
た
『
西
廂
記
』
は

儒
者
に
と
っ
て
大
雅
の
堂
に
登
り
得
な
い
も
の
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

中
國
の
文
學
が
日
本
人
に
ど
の
よ
う
に
認
知
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
認

知
が
ど
の
よ
う
に
變
化
し
た
か
を
考
え
る
上
で
極
め
て
興
味
深
い
。

　

同
じ
く
「
讀
む
」
と
表
現
さ
れ
る
行
爲
で
あ
っ
て
も
、
實
は
さ
ま

ざ
ま
な
讀
書
の
方
式
が
內
包
さ
れ
て
い
る
。『
西
廂
記
』
に
卽
し
て

�

�

�
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言
え
ば
、
儒
者
で
は
な
い
文
人
た
ち
、
例
え
ば
馬
琴
な
ど
は
讀
み
物

に
特
化
し
た
『
第
六
才
子
書
』
を
樂
し
ん
で
い
た
。
一
方
、
唐
通
事

や
唐
話
學
者
は
『
西
廂
記
』
を
語
學
の
參
考
書
と
し
て
唐
音
で
讀
ん

で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
物
語
の
內
容

や
『
第
六
才
子
書
』
の
金
聖
歎
評
に
觸
れ
な
い
な
い
よ
う
に
し
て
い

た
。
儒
教
道
德
や
傳
統
詩
文
を
正
統
の
學
問
と
考
え
る
儒
者
た
ち
の

『
第
六
才
子
書
』
に
對
す
る
批
判
的
な
態
度
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。

讀
者
の
立
場
に
よ
っ
て
、
同
じ
書
物
に
對
す
る
讀
書
の
方
式
に
歷
然

と
し
た
相
違
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

日
本
で
は
古
く
か
ら
中
國
の
古
典
は
學
問
と
し
て
扱
わ
れ
、
教
養

の
大
切
な
部
分
と
さ
れ
て
お
り
、『
第
六
才
子
書
』
の
よ
う
な
、
讀

者
に
よ
る
讀
ま
れ
方
の
相
違
は
生
じ
て
い
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、

こ
う
し
た
俗
文
學
の
流
入
に
よ
り
、
日
本
で
の
中
國
文
學
の
讀
ま
れ

方
に
變
化
が
現
れ
た
と
も
言
え
よ
う
。

　

讀
者
論
の
視
座
か
ら
展
開
し
た
讀
書
行
爲
に
關
す
る
議
論
と
し
て
、

前
田
愛
氏
は
か
つ
て
音
讀
を
「
讀
み
手
と
聞
き
手
と
か
ら
な
る
共
同

的
な
讀
書
の
方
式
」、
默
讀
を
「
個
人
的
、
內
面
的
な
讀
書
の
方

式
」
と
そ
れ
ぞ
れ
定
義
し
、
默
讀
が
で
き
て
は
じ
め
て
近
代
讀
者
が

成
立
し
た
、
と
論
じ
て
い
る
。
日
本
文
學
に
卽
し
た
議
論
で
は
あ
る

も
の
の
、
少
な
く
と
も
音
讀
と
默
讀
に
よ
る
分
け
方
は
普
遍
的
意
義

を
有
す
る
と
考
え
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
近
年
、

横
田
冬
彦
氏
の
硏
究
に
よ
っ
て
、
前
田
氏
の
や
や
機
械
的
な
分
け
方

に
よ
っ
て
輕
視
さ
れ
た
前
近
代
に
す
で
に
一
定
レ
ベ
ル
に
達
し
た
個

人
的
な
讀
書
行
爲
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
た
。
横
田
氏
は
、「
前
田
愛

が
、
明
治
以
降
の
『
默
讀
に
よ
っ
て
書
物
が
享
受
さ
れ
る
時
代
』
と

江
戶
の
『
音
讀
の
習
慣
が
卓
越
す
る
時
代
』
を
對
比
的
に
扱
い
、
近

代
の
畫
期
性
に
重
點
が
置
か
れ
た
た
め
に
、
近
世
の
『
民
衆
の
リ
テ

ラ
シ
イ
の
低
さ
』
が
過
度
に
強
調
さ
れ
た
き
ら
い
が
あ
る
。
む
し
ろ
、

前
田
が
近
代
讀
者
に
想
定
し
た
よ
う
な
內
面
的
思
考
を
も
た
ら
す
默

讀
や
個
人
的
な
讀
書
行
爲
は
、
近
世
讀
者
で
も
十
分
に
存
在
す
る
し
、

讀
め
る
人
ど
う
し
の
高
次
の
共
同
的
讀
書
空
間
も
廣
く
見
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、
音
讀
と
默
讀
の
二
分
で
は
覆
い
き
れ
な
い

問
題
に
對
し
て
さ
ら
な
る
知
見
を
加
え
た
。

　

こ
の
音
讀
と
默
讀
の
問
題
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た

江
戶
時
代
に
お
け
る
『
西
廂
記
』
の
讀
ま
れ
方
も
、
音
讀
と
默
讀
の

構
造
か
ら
考
え
直
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。『
第
六
才
子
書
』
を
で
き

�

�

�

�
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る
だ
け
排
除
し
た
荷
塘
ａ
本
は
、
遠
山
荷
塘
と
い
う
讀
み
手
を
圍
ん

で
の
、
集
團
的
な
音
讀
の
讀
書
方
式
に
繋
が
る
。
一
方
、
讀
み
物
と

し
て
特
化
さ
れ
た
『
第
六
才
子
書
』
を
讀
ん
で
い
た
馬
琴
の
よ
う
な

文
人
や
、
盜
み
讀
み
す
る
子
供
や
女
性
の
讀
み
方
は
、
ま
さ
し
く
個

人
的
、
內
面
的
な
默
讀
の
讀
書
方
式
で
あ
る
。
彼
ら
の
讀
書
は
、
社

會
的
通
念
上
の
學
習
に
通
ず
る
讀
み
方
で
は
な
く
、
個
人
に
よ
る
自

發
的
讀
書
を
意
味
し
、
江
戶
時
代
に
お
い
て
も
個
人
的
な
讀
書
行
爲

が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
言
う
と
、
遠
山
荷
塘
が

ａ
本
と
ｂ
本
の
二
通
り
の
テ
キ
ス
ト
を
編
纂
し
た
の
は
、
異
な
る
讀

み
手
を
想
定
し
た
上
で
行
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
音
讀

と
默
讀
と
い
う
讀
書
の
方
式
に
よ
っ
て
異
な
る
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し

よ
う
と
す
る
發
想
さ
え
存
在
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

遠
山
荷
塘
を
中
心
に
開
催
さ
れ
た
講
讀
會
は
、
參
加
者
が
儒
者
だ

っ
た
と
は
言
え
、
聞
き
手
と
し
て
は
中
國
語
の
俗
語
に
不
慣
れ
な
た

め
、
横
田
氏
の
言
う
「
讀
め
る
人
ど
う
し
の
高
次
の
共
同
的
讀
書
空

間
」
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
不
慣
れ
だ
か
ら

こ
そ
、
學
習
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
つ
ま
り
、
講
讀
會
に
お
け
る
音

讀
は
外
国
語
學
習
と
い
う
新
た
な
學
問
形
態
の
成
立
を
背
景
に
、
啓

蒙
的
學
習
の
一
種
と
し
て
學
問
の
延
長
線
上
に
存
在
す
る
。
ま
た
、

横
田
氏
が
個
人
に
よ
る
思
索
的
讀
書
と
し
て
主
に
考
察
し
た
の
は
、

家
訓
書
や
醫
學
書
、
農
書
な
ど
民
衆
道
德
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
書
物
は
『
西
廂
記
』
と
は
や
は
り
性
格
を
異
に
す
る
も
の

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
唐
話
を
除
け
ば
、
そ
の
內
容

自
體
は
學
問
の
對
象
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
公
の
場
で
の
學
習
と
し
て
の
音
讀
の
底
流
に
潛
む
個
人
的
な
默

讀
は
娯
樂
な
ど
學
問
以
外
の
讀
書
と
繋
が
る
よ
う
に
な
り
、
し
か
も

荷
塘
ｂ
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
內
容
に
對
す
る
よ
り
深
い
理

解
を
求
め
よ
う
と
す
る
動
き
ま
で
看
取
で
き
る
。
こ
れ
は
、
橫
田
氏

が
「
近
世
讀
者
で
も
十
分
に
存
在
す
る
」
と
論
じ
た
「
個
人
的
な
讀

書
行
爲
」
の
、
中
國
の
俗
語
文
學
と
い
う
媒
体
に
現
れ
た
一
つ
の
端

的
な
現
れ
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
が
從
來
考

え
ら
れ
て
い
た
教
養
や
學
問
よ
り
も
っ
と
廣
い
意
味
で
の
樂
し
む
た

め
の
讀
み
物
に
變
容
す
る
萌
芽
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お　

わ　

り　

に

　

本
稿
で
は
、
主
に
何
人
か
の
「
讀
者
」
に
よ
る
資
料
に
現
れ
る
彼

�
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ら
の
讀
書
の
方
式
を
擧
げ
、
讀
者
の
眼
に
『
第
六
才
子
書
』
が
ど
の

よ
う
に
映
っ
て
い
た
か
を
檢
討
し
て
み
た
。
古
く
か
ら
日
本
に
傳
わ

っ
て
い
る
中
國
の
書
物
は
、
長
ら
く
日
本
人
に
教
養
や
學
問
と
し
て

學
習
の
對
象
と
さ
れ
て
い
た
。『
西
廂
記
』
の
よ
う
な
、
中
國
で
は

讀
書
人
が
そ
れ
を
讀
ん
だ
こ
と
を
人
に
語
り
す
ら
し
た
が
ら
な
い
も

の
で
あ
っ
て
も
、
日
本
に
傳
わ
っ
た
ら
學
問
の
延
長
線
上
に
一
旦
置

か
れ
た
事
實
は
確
か
に
存
在
す
る
。
一
方
で
、
そ
れ
が
輕
い
讀
み
物

で
、
讀
書
人
と
し
て
は
人
目
を
憚
っ
て
隠
れ
て
讀
む
必
要
が
あ
る
と

い
う
認
識
の
存
在
も
確
認
で
き
た
。
こ
の
二
通
り
の
讀
み
方
の
存
在
、

さ
ら
に
讀
み
方
に
應
じ
て
異
な
る
テ
キ
ス
ト
の
使
用
は
、
中
國
の
書

物
に
對
す
る
捉
え
方
の
變
化
の
軌
跡
を
辿
る
際
に
重
要
な
意
味
を
持

つ
。
日
本
に
お
い
て
、
中
國
の
書
物
が
集
團
的
讀
書
行
爲
か
ら
個
人

的
、
內
面
的
讀
書
行
爲
へ
と
變
質
し
て
い
く
過
程
の
一
側
面
が
こ
の

中
か
ら
窺
え
た
。
近
世
以
降
、
中
國
文
學
が
外
國
文
學
と
し
て
い
わ

ゆ
る
世
界
文
學
の
枠
に
收
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
延
長
線

上
に
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
讀
者
論
の
視
點
か
ら
引
き

續
き
考
察
を
深
め
た
い
。

註①　
『
第
六
才
子
書
』
の
讀
み
物
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
熊
谷
祐

子
「
第
六
才
子
書
西
廂
記
（
金
聖
歎
本
西
廂
記
）
の
特
質
：
そ
の
「
案

頭
書
」
化
に
つ
い
て
」（『
集
刊
東
洋
學
』
第
四
六
號
（
中
國
文
史
哲
硏

究
會
、
一
九
八
一
年
）、
二
九
～
四
三
頁
）
を
參
照
。

②　
『
西
廂
記
』
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
田
中
謙
二
「『
西
廂
記
』
板
本
の

硏
究
（
上
）、（
下
）」（『
田
中
謙
二
著
作
集
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇

年
）、
第
一
巻
、
一
七
三
～
二
六
一
頁
）
お
よ
び
『「
西
廂
記
」
注
釋
彙

評
』（
周
錫
山
編
著
、
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
に
詳
し
い
。

③　

清
代
に
刊
行
さ
れ
、
現
存
が
確
認
で
き
る
も
の
だ
け
で
も
九
十
三
種

類
あ
る
と
い
う
。
詳
し
く
は
『「
西
廂
記
」
注
釋
彙
評
』（
前
掲
）
を
參

照
（
二
五
一
～
二
五
七
頁
）。

④　

戲
曲
全
般
に
つ
い
て
の
論
述
と
し
て
、
磯
部
祐
子
「
江
戶
時
代
に
お

け
る
中
國
戲
曲
の
受
容
と
展
開
」（『
日
本
文
化
硏
究
所
硏
究
報
告
』
第

二
一
集
（
東
北
大
學
文
學
部
日
本
文
化
硏
究
所
、
一
九
八
四
年
）、
一

七
～
四
四
頁
）
や
伴
俊
典
「
日
本
に
お
け
る
中
國
戲
曲
受
容
の
基
礎
的

硏
究
：
江
戶
期
か
ら
明
治
期
を
中
心
に
」（
早
稻
田
大
學
博
士
論
文
、

二
〇
一
五
年
）
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
る
。『
西
廂
記
』
に
限
る
も
の
と
し

て
、
傳
田
章
「
遠
山
荷
塘
の
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』」（『
外
國
語

科
硏
究
紀
要
』
二
五
卷
四
號
（
東
京
大
學
教
養
學
部
外
國
語
科
、
一
九

七
七
年
）、
一
～
二
四
頁
）
や
樊
可
人
「
江
戶
に
お
け
る
『
西
廂
記
』

の
傳
來
と
そ
の
受
容
に
つ
い
て
」（『
中
國
學
硏
究
論
集
』
第
三
四
號

（
廣
島
中
國
學
學
會
、
二
〇
一
六
年
）、
二
〇
～
四
〇
頁
）、
同
「
明
清
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樂
か
ら
見
る
江
戶
時
代
の
『
西
廂
記
』
故
事
の
受
容
に
つ
い
て
」（『
中

國
中
世
文
學
硏
究
』
第
六
九
卷
（
廣
島
大
學
文
學
部
中
國
中
世
文
學
硏

究
會
、
二
〇
一
七
年
）、
八
〇
～
九
三
頁
）、
同
「
遠
山
荷
塘
『
諺
解
校

注
古
本
西
廂
記
』
の
成
立
經
緯
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第

六
九
集
（
日
本
中
國
學
會
、
二
〇
一
七
年
）、
二
四
二
～
二
五
六
頁
）

な
ど
が
あ
る
。
特
に
樊
氏
の
一
連
の
硏
究
に
よ
り
、『
西
廂
記
』
關
連

の
資
料
が
綿
密
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
扱
う
資
料
も
大
半
が
諸

先
學
に
よ
っ
て
す
で
に
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑤　
『
商
舶
載
來
書
目
』（
向
井
富
編
、『
江
戶
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡

書
の
硏
究
』（
大
庭
脩
著
、
關
西
大
學
東
西
學
術
硏
究
所
、
一
九
六
七

年
）、
六
五
九
～
七
三
九
頁
）、
利
字
號
、
六
七
二
頁
。

⑥　
『
馬
琴
書
翰
集
成
』（
柴
田
光
彦
・
神
田
正
行
編
、
八
木
書
店
、
二
〇

〇
二
年
）、
第
一
卷
、
二
九
〇
～
二
九
一
頁
。
字
體
は
舊
字
體
に
直
し
、

訓
點
は
省
略
。
傍
點
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

⑦　
『
貫
華
堂
第
六
才
子
書
西
廂
記
』（『
金
聖
歎
全
集
』（
陸
林
輯
校
整
理
、

鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）、
貳
：
詩
詞
曲
卷
（
下
））、
卷
二
、
八

五
四
頁
。
傍
點
お
よ
び
引
用
文
直
後
の
丸
括
弧
內
の
現
代
日
本
語
譯
は

筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

⑧　
「
天
地
の
妙
文
」
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
は
、
廣
瀬
玲
子
「
天
地
妙

文
：
金
聖
歎
に
よ
る
西
廂
記
の
讀
解
」（『
東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要
』
第

一
七
三
冊
（
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
、
二
〇
一
八
年
）、
一
～
二

四
頁
）
に
詳
し
い
。

⑨　
『
貫
華
堂
第
六
才
子
書
西
廂
記
』（
前
掲
）、
卷
二
、
八
五
四
頁
。

⑩　
『
馬
琴
書
翰
集
成
』（
前
掲
）、
第
二
卷
、
一
六
三
頁
。

⑪　
『
曲
亭
馬
琴
日
記
』（
柴
田
光
彦
新
訂
増
補
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇

〇
九
年
）、
三
、
一
四
九
～
一
五
〇
頁
。

⑫　
『
曲
亭
馬
琴
日
記
』（
前
掲
）、
三
、
一
六
九
～
一
七
〇
頁
。

⑬　
『
馬
琴
書
翰
集
成
』（
前
掲
）、
第
二
卷
、
一
九
六
頁
。

⑭　
『
貫
華
堂
第
六
才
子
書
西
廂
記
』（
前
掲
）、
卷
二
、
八
六
一
頁
。

⑮　
『
貫
華
堂
第
六
才
子
書
西
廂
記
』（
前
掲
）、
卷
二
、
八
六
一
頁
。『
五

燈
會
元
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
）
で
は
、「
南
泉
願
禪
師
法
嗣
」

の
「
趙
州
從
諗
禪
師
」
の
條
に
「
問
、『
狗
子
還
有
佛
性
也
無
』。
師
曰
、

『
無
』。
曰
：『
上
至
諸
佛
、
下
至
螻
蟻
、
皆
有
佛
性
、
狗
子
爲
甚
麼
卻

無
』。
師
曰
、『
爲
伊
有
業
識
在
』」
と
あ
る
（
巻
四
、
二
〇
四
頁
）。

⑯　

廣
瀬
玲
子
「
天
地
妙
文
：
金
聖
歎
に
よ
る
西
廂
記
の
讀
解
」（
前

掲
）
で
は
、「
三
十
三
條
か
ら
三
十
八
條
（
中
略
）
こ
れ
ら
は
も
ち
ろ

ん
公
案
で
は
な
く
、
金
聖
歎
の
創
作
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
（
四
頁
）。

⑰　
『
貫
華
堂
第
六
才
子
書
西
廂
記
』（
前
掲
）、
卷
二
、
八
六
二
頁
。

⑱　
「
無
」
を
め
ぐ
る
解
釋
に
つ
い
て
、
廣
瀬
玲
子
「
天
地
妙
文
：
金
聖

歎
に
よ
る
西
廂
記
の
讀
解
」（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、「
犬
の
佛
性
の
有
無

に
つ
い
て
問
わ
れ
れ
ば
『
無
』
と
答
え
る
が
、
そ
れ
も
有
る
か
無
い
か

の
ど
ち
ら
か
と
し
て
『
無
い
』
と
答
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
有
無
の

問
い
そ
の
も
の
を
無
化
す
る
た
め
の
『
無
』
と
考
え
ら
れ
る
。
無
も
含

め
て
、
何
物
に
も
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
の
が
、
趙
州
和
尚
の
境
地

だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
」
と
い
う
（
五
頁
）。

⑲　

樊
可
人
「
遠
山
荷
塘
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』
の
成
立
經
緯
に
つ
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い
て
」（
前
掲
）
で
は
こ
の
二
本
を
「
現
在
知
ら
れ
る
中
國
以
外
で
作

ら
れ
た
唯
一
の
『
西
廂
記
』
テ
キ
ス
ト
」
と
す
る
（
二
四
二
頁
）
が
、

筆
者
の
調
査
で
は
、
少
な
く
と
京
都
大
學
文
學
研
究
科
圖
書
館
に
は
も

う
一
本
朝
鮮
本
と
思
し
き
寫
本
が
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
點
に
關
し

て
は
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

⑳　

傳
田
章
「
遠
山
荷
塘
の
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』」（
前
掲
）
お
よ

び
樊
可
人
「
遠
山
荷
塘
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』
の
成
立
經
緯
に
つ

い
て
」（
前
掲
）
を
參
照
。

㉑　
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
：
附
譯
琵
琶
記
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
七

年
）、
解
說
。

㉒　

傳
田
章
「
遠
山
荷
塘
の
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』」（
前
掲
）
で
は
、

「
金
聖
歎
本
『
第
六
才
子
書
西
廂
記
』
が
は
ば
を
き
か
せ
て
い
た
時
代

に
あ
っ
て
、
荷
塘
が
そ
れ
を
ま
っ
た
く
參
校
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
量
的
に
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
の
だ
が
、
本
文
が
王
本
、
凌
本
の

い
ず
れ
に
も
合
致
し
な
い
箇
所
を
拾
っ
て
い
く
と
、
そ
の
大
半
は
金
聖

歎
本
と
合
致
す
る
文
字
で
あ
る
」
と
い
う
（
七
頁
）。
ま
た
、
樊
可
人

「
遠
山
荷
塘
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』
の
成
立
經
緯
に
つ
い
て
」

（
前
掲
）
で
は
、「
王
、
凌
二
本
の
ほ
か
に
金
聖
歎
本
な
ど
も
積
極
的

に
活
用
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
（
二
五
四
頁
）。
た
だ
し
、
本
稿
で
前

述
し
た
金
聖
歎
本
が
あ
く
ま
で
複
数
の
『
西
廂
記
』
テ
キ
ス
ト
の
一
種

と
し
て
し
か
扱
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
こ
こ
で
引
用
し
た
兩
氏
の
論
述

か
ら
で
も
わ
か
る
。

㉓　

兩
氏
の
見
解
の
異
な
る
點
は
主
に
ａ
・
ｂ
二
本
の
成
立
の
前
後
關
係

に
あ
る
。
傳
田
氏
は
ｂ
本
が
ａ
本
よ
り
「
注
の
方
が
、
比
較
的
手
が
こ

ん
で
い
る
」（
傳
田
章
「
遠
山
荷
塘
の
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』」

（
前
掲
）、
一
六
頁
）
と
述
べ
、
ｂ
本
に
は
ａ
本
に
見
ら
れ
な
い
王
驥

德
注
を
批
判
す
る
凌
濛
初
注
が
引
か
れ
て
い
る
な
ど
の
點
か
ら
、
ｂ
本

は
ａ
本
を
改
稿
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
ｂ
本
の
坤
册
は

ａ
本
の
該
當
部
分
の
清
書
で
改
稿
が
未
完
成
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
體

例
の
不
統
一
が
生
じ
た
、
と
推
定
す
る
。
一
方
、
樊
氏
は
、
ｂ
本
は
ａ

本
の
草
稿
と
す
る
が
、
主
な
理
由
と
し
て
、
ａ
本
は
一
貫
し
て
王
本
を

底
本
と
し
、
體
例
が
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ｂ
本
の
誤
字
が
ａ
本
で

直
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ｂ
本
よ
り
ａ
本
の
ほ
う
が
本
文
と
注
の
食
い
違

い
が
少
な
い
こ
と
、
な
ど
を
擧
げ
る
。
筆
者
は
、
荷
塘
の
自
筆
本
が
見

ら
れ
な
い
以
上
、
兩
氏
の
依
據
す
る
諸
點
は
い
ず
れ
も
狀
況
證
據
で
、

二
本
間
の
前
後
關
係
を
判
斷
す
る
決
定
的
な
證
據
に
は
な
ら
ず
、
そ
し

て
必
ず
し
も
二
本
が
相
互
に
關
係
し
合
う
も
の
と
す
る
蓋
然
性
を
重
視

す
る
必
要
は
な
い
、
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
本
論
文
で
は
こ
の
點
に
つ

い
て
は
斷
定
を
避
け
た
い
。

㉔　

注
㉓
を
參
照
。

㉕　
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』（
慶
應
義
塾
大
學
附
屬
硏
究
所
斯
道
文
庫

藏
寫
本
、
影
印
本
、『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
：
附
譯
琵
琶
記
』（
前

掲
））、
巻
一
、
一
六
～
一
七
頁
。
以
下
翻
字
に
際
し
て
す
べ
て
正
字
に

統
一
し
、
特
に
說
明
が
な
け
れ
ば
訓
點
は
省
略
し
、
句
讀
は
引
用
者
に

よ
っ
て
改
め
て
付
け
る
。
な
お
、
王
本
と
凌
本
は
そ
れ
ぞ
れ
『
新
校
注

古
本
西
廂
記
』（
明
万
曆
四
十
二
年
香
雪
居
刊
本
、
影
印
本
、『
繪
圖
新
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校
注
古
本
西
廂
記
』（
富
晉
書
社
、
一
九
三
〇
年
））
と
『
西
廂
記
』

（
明
天
啓
刊
本
、
影
印
本
、『
善
本
西
廂
記
二
種
』（
中
華
書
局
、
二
〇

一
七
年
））
を
參
考
し
た
。
た
だ
し
、
ａ
・
ｂ
二
本
と
王
本
・
凌
本
と

の
關
係
は
本
稿
で
檢
討
す
る
內
容
で
は
な
く
、
紙
幅
の
都
合
上
遠
山
荷

塘
の
引
用
と
若
干
の
字
句
の
異
同
が
あ
っ
て
も
特
筆
し
な
い
こ
と
と
す

る
。

㉖　
『
校
注
西
廂
記
』（
國
立
國
會
圖
書
館
藏
寫
本
）、
乾
冊
、
卷
一
、
六

葉
裏
～
七
葉
表
。

㉗　
『
貫
華
堂
第
六
才
子
書
西
廂
記
』（
前
掲
）
で
は
、「
宜
嗔
宜
喜
春
風

面
」
に
對
し
て
は
、「
右
第
七
節
。
只
此
七
字
、
是
雙
文
正
面
、
下
便

側
轉
身
來
也
」
と
、「
偏
」
に
對
し
て
は
、「【
上
馬
嬌
】
有
此
一
字
句
、

此
恰
用
着
、
言
雙
文
側
轉
身
來
也
」
と
、「
宜
貼
翠
花
鈿
」
に
對
し
て

は
、「
是
側
轉
來
所
見
也
」
と
述
べ
る
（
卷
四
、
九
〇
〇
頁
）。b

本
の

注
は
、
こ
れ
ら
を
要
約
的
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

㉘　
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』（
前
掲
）、
卷
一
、
一
八
頁
。

㉙　
『
校
注
西
廂
記
』（
前
掲
）、
乾
冊
、
卷
一
、
七
葉
表
～
裏
。

㉚　
『
貫
華
堂
第
六
才
子
書
西
廂
記
』（
前
掲
）
で
は
、「
行
一
步
」
に
對

し
て
、「
上
『
偏
』
字
便
是
側
轉
身
來
行
此
一
步
也
。
此
只
是
側
轉
身

來
之
第
一
步
也
、
再
一
步
便
入
去
了
也
」
と
述
べ
、「
行
一
步
」
か
ら

「
晚
風
前
」
ま
で
の
部
分
に
對
し
て
、「
右
第
十
節
。
自
『
偏
』
字
至

此
、
止
是
一
眗
眼
間
事
。
蓋
側
轉
身
來
、
便
移
步
入
去
也
」
と
述
べ
る

（
卷
四
、
九
〇
一
頁
）。
ａ
本
は
後
者
、
ｂ
本
は
前
者
か
ら
の
摘
録
で

あ
る
。

㉛　
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』（
前
掲
）、
卷
二
、
一
〇
二
頁

㉜　
『
校
注
西
廂
記
』（
前
掲
）、
乾
冊
、
卷
二
、
十
一
葉
表
～
裏
。

㉝　
『
貫
華
堂
第
六
才
子
書
西
廂
記
』（
前
掲
）、
卷
五
、
九
四
九
頁
）

㉞　
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』（
前
掲
）、
卷
二
、
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
。

㉟　
『
校
注
西
廂
記
』（
前
掲
）、
乾
冊
、
卷
二
、
十
三
葉
表
。

㊱　
『
貫
華
堂
第
六
才
子
書
西
廂
記
』（
前
掲
）
で
は
、「
斵
山
云
、『
美
人

于
鏡
中
照
影
、
雖
云
看
自
、
實
是
看
他
。
細
思
千
載
以
來
、
只
有
離
魂

倩
女
一
人
曾
看
自
也
。
他
日
讀
杜
子
美
詩
、
有
句
云
、『
遙
憐
小
兒
女
、

未
解
憶
長
安
』。
卻
將
自
己
腸
肚
、
移
至
兒
女
分
中
。
此
眞
是
自
憶
自
。

又
他
日
讀
王
摩
詰
詩
、
有
句
云
、『
遙
知
遠
林
際
、
不
見
此
檐
端
』。
亦

將
自
己
眼
光
、
移
置
遠
林
分
中
。
此
眞
是
自
望
自
。
蓋
二
先
生
皆
用
倩

女
離
魂
法
作
詩
也
』。
聖
歎
今
日
讀
『
西
廂
』、
不
覺
失
笑
、
因
寄
語
斵

山
、『
卿
前
謂
我
言
、
王
杜
俱
用
倩
女
離
魂
法
作
詩
、
原
來
只
是
用
得

一
『
遙
』
字
也
』」
に
作
る
（
卷
五
、
九
五
一
頁
）。

㊲　
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』（
前
掲
）、
卷
一
、
一
五
～
一
六
頁
。
訓

點
の
う
ち
日
本
語
譯
の
部
分
の
み
ル
ビ
に
よ
っ
て
示
す
。

㊳　
『
校
注
西
廂
記
』（
前
掲
）、
乾
冊
、
卷
一
、
六
葉
表
～
六
葉
裏
。
訓

點
の
う
ち
日
本
語
譯
の
部
分
の
み
ル
ビ
に
よ
っ
て
示
す
。

㊴　
『
貫
華
堂
第
六
才
子
書
西
廂
記
』（
前
掲
）、
卷
四
、
八
九
九
頁
。

㊵　

傳
田
章
「
遠
山
荷
塘
の
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』」（
前
掲
）
で
も

「
顚
不
剌
」
を
め
ぐ
っ
て
ａ
本
と
ｂ
本
の
注
の
異
同
に
つ
い
て
の
言
及

は
あ
る
（
一
九
～
二
二
頁
）
が
、
荷
塘
の
別
の
著
作
と
さ
れ
る
『
胡
言

漢
語
』
と
の
關
連
性
を
中
心
に
論
じ
、
金
聖
歎
の
說
と
譯
で
の
反
映
に
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「
妙
文
」
の
「
讀
法
」（
楊
）

つ
い
て
は
觸
れ
て
い
な
い
。

㊶　

樊
可
人
「
遠
山
荷
塘
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』
の
成
立
經
緯
に
つ

い
て
」（
前
掲
）、
二
五
〇
頁
。

㊷　

青
木
正
兒
「
遠
山
荷
塘
が
傳
の
箋
」（『
青
木
正
兒
全
集
』
第
二
卷

（
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
））、
二
八
八
～
二
八
九
頁
。
初
出
は
一
九
二

二
年
九
月
。
青
木
氏
に
よ
れ
ば
、「
善
庵
の
集
『
我
樂
堂
〔
マ
マ
〕
遺

稿
四
巻
』
は
未
刊
の
稿
本
に
し
て
轉
寫
流
布
も
極
め
て
稀
な
れ
ど
、
東

京
帝
國
大
學
附
属
圖
書
館
に
中
根
香
亭
旧
藏
の
鈔
本
一
部
あ
り
、
荷
塘

が
傳
碑
の
文
は
載
せ
て
第
三
巻
に
あ
り
、
之
を
以
て
か
の
隅
田
長
命
寺

な
る
碑
石
の
文
と
校
す
る
に
一
字
の
出
入
な
し
」
と
い
う
。
筆
者
は
の

ち
に
刊
行
さ
れ
た
『
樂
我
室
遺
稿
』（『
崇
文
叢
書
』
第
二
輯
之
五
二

（
崇
文
院
、
一
九
三
二
年
））
の
該
當
箇
所
（
巻
三
、
四
十
九
葉
裏
～

五
十
葉
表
）
と
對
校
を
行
っ
た
が
、
異
同
は
見
當
た
ら
な
か
っ
た
。

㊸　

遠
山
荷
塘
の
交
遊
關
係
に
つ
い
て
、
德
田
武
「
遠
山
荷
塘
と
龜
井
昭

陽
」（『
明
治
大
學
教
養
論
集
』
第
二
二
三
號
（
明
治
大
學
教
養
論
集
刊

行
會
、
一
九
八
九
年
）、
九
九
～
一
三
一
頁
）
と
同
「
遠
山
荷
塘
と
廣

瀬
淡
窓
」（『
明
治
大
學
教
養
論
集
』
第
二
三
二
號
（
明
治
大
學
教
養
論

集
刊
行
會
、
一
九
九
〇
年
）、
九
九
～
一
三
三
頁
）
に
詳
し
い
。

㊹　

王
驥
德
本
の
も
っ
と
も
大
き
な
特
色
は
、
傳
統
的
な
注
釋
の
形
に
則

っ
て
細
か
い
語
注
を
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
王
驥
德
注
と
の
ち

清
代
の
毛
奇
齡
が
そ
れ
に
對
し
て
施
し
た
考
證
は
廣
瀬
玲
子
氏
に
よ
っ

て
『
西
廂
記
』
の
「
注
疏
」
と
呼
ば
れ
る
。
詳
し
く
は
廣
瀬
玲
子
「
西

廂
記
の
『
注
疏
』：
王
驥
德
・
毛
奇
齡
に
よ
る
戲
曲
の
讀
解
」（『
東
洋

文
化
硏
究
所
紀
要
』
第
一
三
九
册
（
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
、
二

〇
〇
〇
年
三
月
）、
八
五
～
一
二
〇
頁
）
を
參
照
。
一
方
、
凌
濛
初
本

は
王
驥
德
ほ
ど
注
釋
を
多
く
付
け
て
い
な
い
が
、
現
在
散
佚
し
た
周
憲

王
本
と
い
う
『
西
廂
記
』
の
も
っ
と
も
古
い
刊
本
を
底
本
に
し
た
と
標

榜
し
、
さ
ら
に
王
本
に
な
い
注
釋
を
加
え
た
り
、
王
驥
德
の
說
と
異
な

る
新
說
を
立
て
た
り
し
て
い
る
。
王
本
と
凌
本
は
、
近
代
以
降
の
『
西

廂
記
』
排
印
本
に
も
重
視
さ
れ
、
現
代
中
國
で
通
行
し
て
い
る
排
印
本

『
集
評
校
注
西
廂
記
』（
王
季
思
校
注
、
張
人
和
集
評
、
上
海
古
籍
出

版
社
、
一
九
八
七
年
）
や
『
西
廂
記
』（
張
燕
瑾
校
注
、
人
民
文
學
出

版
社
、
一
九
九
五
年
）
は
ま
さ
に
凌
濛
初
本
を
底
本
に
し
、
王
驥
德
注

と
凌
濛
初
注
を
多
く
引
用
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
前
者
巻
頭
の
王
季
思

「
我
怎
樣
研
究
『
西
廂
記
』」
と
後
者
の
「
前
言
」
を
參
照
。
ま
た
、

『
西
廂
記
注
釋
彙
評
』（
前
掲
）
で
も
王
本
と
凌
本
を
「『
西
廂
記
』
的

重
要
版
本
」
と
し
て
評
價
し
て
い
る
（「
編
校
凡
例
和
說
明
」、
一
〇
頁
、

一
二
頁
）。

㊺　

武
藤
長
平
「
鎭
西
の
支
那
語
學
硏
究
」（『
西
南
文
運
史
論
』（
武
藤

長
平
著
、
岡
書
院
、
一
九
二
六
年
）、
四
二
～
六
三
頁
）、
五
一
～
五
二

頁
。
な
お
、
原
文
は
「
不
曉
得
吃
茶
去
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
木
津
祐

子
「『
崎
陽
の
學
』
と
荻
生
徂
徠
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
十
八

集
（
日
本
中
國
學
會
、
二
〇
一
六
年
）、
一
三
六
～
一
五
一
頁
）
の
注

⑴
（
一
五
〇
頁
）
に
よ
っ
て
誤
植
と
認
め
て
改
め
た
。

㊻　
『
小
孩
兒
』（
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
寫
本
）、
一
葉
表
～
四
葉
表
。

な
お
、
こ
の
資
料
の
存
在
も
木
津
祐
子
「『
崎
陽
の
學
』
と
荻
生
徂
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徠
」（
前
掲
）
に
よ
っ
て
知
り
得
た
も
の
で
あ
る
。

㊼　
『
貫
華
堂
第
六
才
子
書
西
廂
記
』（
前
掲
）、
卷
二
、
八
六
六
頁
。

㊽　
『
旗
山
集
』（
樫
田
北
岸
著
、
文
政
十
二
年
刊
本
、
國
文
研
デ
ー
タ
セ

ッ
ト
簡
易W

eb

閲
覧
）、
卷
一
、
三
十
葉
表
。

㊾　
『
梧
窓
漫
筆
』
前
編
（
太
田
錦
城
著
、
文
政
六
年
寫
本
、
愛
知
縣
圖

書
館
貴
重
和
本
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、
卷
下
、
三
葉
裏
。

㊿　
『
蒪
鄉
贅
筆
』
下
（〔
清
〕
董
含
撰
、『
說
鈴
』（〔
清
〕
呉
震
方
輯
、

嘉
慶
二
十
四
年
刊
本
、
國
立
國
會
圖
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）、

第
三
十
一
冊
）、
三
十
六
葉
表
～
裏
。

�　

金
聖
歎
に
關
す
る
も
っ
と
も
代
表
的
な
硏
究
と
し
て
、Chin 

Sheng-tʼan: his life and literary criticism
, John Ching-yu 

W
an, T

w
ayne Publishers, 1972

は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

金
聖
歎
對
す
る
批
判
的
な
意
見
に
つ
い
て
、W

ang

は
「Before 

1919 (M
ay Fourth)

」（
一
九
一
九
年
（
五
四
運
動
）
以
前
）
の
部
分

に
お
い
て
、「Being a colorful, controversial individual, natu-

rally Chin did not lack enem
ies

」（
つ
ね
に
色
彩
に
富
み
、
物
議

を
醸
す
よ
う
な
人
間
と
し
て
、
金
は
当
然
敵
を
欠
く
こ
と
は
な
い
）
と

す
る
一
方
、「A
lm

ost invariably those w
ho condem

ned him
 

did so on superficial m
oral grounds, w

hile totally ignoring 
the purposes or m

otives underlying his w
ork and his actual 

perform
ance as a critic

」（
彼
を
非
難
す
る
人
間
は
い
つ
も
淺
は
か

な
道
德
的
立
場
で
彼
を
非
難
し
、
同
時
に
彼
の
著
作
の
裏
に
潛
む
目
的

と
動
機
や
彼
の
評
論
家
と
し
て
の
實
績
を
完
全
に
無
視
す
る
）
と
、
金

聖
歎
の
批
判
者
た
ち
の
言
論
を
一
蹴
す
る
（CH

A
PT

ER 7 H
is Rep-

utation

）。

�　

金
聖
歎
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、『
第
五
才
子
書
』

に
數
え
ら
れ
る
『
水
滸
傳
』
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
江
戶
時
代
に
お

け
る
『
水
滸
傳
』
讀
解
で
も
金
聖
歎
本
批
判
の
姿
勢
が
建
前
上
あ
っ
た

が
、
近
年
の
硏
究
に
よ
れ
ば
、
實
際
に
は
金
聖
歎
本
も
か
な
り
利
用
さ

れ
た
。
詳
し
く
は
『
日
本
近
世
白
話
小
說
受
容
の
硏
究
』（
中
村
綾
著
、

汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
の
第
三
部
「『
水
滸
傳
』
語
釋
書
と
金
聖

歎
本
」
を
參
照
。

�　
『
伊
勢
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』
な
ど
は
し
ば
し
ば
「
鶯
鶯
傳
」
の

影
響
を
受
け
て
い
る
と
論
じ
ら
れ
る
。
近
年
の
硏
究
と
し
て
、
丁
莉

「『
伊
勢
物
語
』「
狩
の
使
」
の
達
成
：『
鶯
鶯
傳
』
を
土
臺
に
し
て
」

（『
人
間
文
化
論
叢
』
第
七
卷
（
お
茶
の
水
女
子
大
學
大
學
院
人
間
文

化
硏
究
科
、
二
〇
〇
四
年
）、
七
─
一
～
七
─
七
頁
）、
諸
田
龍
美

「〈
も
の
の
あ
は
れ
〉
の
淵
源
：『
若
紫
』
の
密
通
と
『
鶯
鶯
傳
』」

（『
和
漢
比
較
文
學
』
四
〇
號
（
和
漢
比
較
文
學
會
、
二
〇
〇
八
年
）、

五
七
～
七
〇
頁
）、
新
間
一
美
「
源
氏
物
語
花
宴
卷
と
「
鶯
鶯
傳
」：
朧

月
の
系
譜
」（『
白
居
易
硏
究
年
報
』
第
九
號
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八

年
）、
一
七
七
～
二
〇
二
頁
）
な
ど
が
あ
る
。

�　

前
田
愛
「
音
讀
か
ら
默
讀
へ
：
近
代
讀
者
の
成
立
」（『
近
代
讀
者
の

成
立
』（
前
田
愛
著
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）、
一
六
六
～
二
一
〇

頁
）、
一
六
九
頁
。

�　

前
田
愛
「
音
讀
か
ら
默
讀
へ
：
近
代
讀
者
の
成
立
」（
前
掲
）、
一
八
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五
頁
。

�　

例
え
ば
、
外
山
滋
比
古
「
讀
む
」（『
近
代
讀
者
論
』（
外
山
滋
比
古

著
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
四
年
）、
四
六
～
六
五
頁
）
で
は
、「『
讀

む
』
と
い
う
動
詞
が
、
古
く
は
ど
の
國
に
お
い
て
も
、
音
讀
を
意
味
し

て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
に
意
味
の
あ
る
事
實
だ
。
今
日
で

は
し
か
し
、『
讀
む
』
と
い
え
ば
、
ま
ず
、
聲
を
出
さ
ず
に
、
文
字
、

そ
れ
も
た
い
て
い
は
、
活
字
に
な
っ
た
文
字
を
讀
む
と
解
す
る
の
が
し

ょ
う
し
き
で
あ
る
。
聲
を
出
す
讀
み
方
を
あ
ら
わ
す
に
は
、
音
讀
と
か

朗
讀
と
か
い
う
別
の
こ
と
ば
が
あ
る
」
と
論
じ
る
（
四
六
頁
）。

�　
『
日
本
近
世
書
物
文
化
史
の
硏
究
』（
横
田
冬
彦
著
、
岩
波
書
店
、
二

〇
一
八
年
）、
七
五
～
七
六
頁
。

�　

江
戸
時
代
で
は
、
學
問
と
し
て
中
國
の
俗
語
文
學
を
讀
む
場
合
で
も
、

集
團
的
讀
書
と
個
人
的
讀
書
と
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
宮
本
陽
佳

「
澤
田
一
齋
の
『
水
滸
傳
』
講
義
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
中
國
學
會

報
』
第
七
十
集
（
日
本
中
國
學
會
、
二
〇
一
八
年
）、
二
五
〇
～
二
六

三
頁
）
で
は
、
本
稿
の
注
�
に
も
觸
れ
た
『
水
滸
傳
』
を
例
に
、
和
刻

本
『
水
滸
傳
』
は
「
講
義
や
會
讀
の
場
で
用
い
る
」
こ
と
と
「
辭
書
を

使
用
し
な
が
ら
獨
力
で
讀
む
」
こ
と
の
二
種
類
の
讀
書
方
式
を
擧
げ
る

（
二
六
一
頁
）。

附
記　

本
稿
は
京
都
大
学
中
国
文
学
会
第
三
十
三
回
例
会
で
行
っ
た
口
頭

発
表
に
基
づ
き
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
貴
重
な
ご
意
見
を

賜
っ
た
先
生
方
に
深
く
謝
意
を
表
し
た
い
。

附
表　

荷
塘
ａ
本
と
荷
塘
ｂ
本
に
お
け
る
金
聖
歎
へ
の
言
及

荷
塘
ａ
本

荷
塘
ｂ
本

卷
一
／
第
一
折

卷
一

一
套

第
一
折

⑴

【
天
下
樂
】

聖
歎
以
爲
、
張
生
其
志
得
自
言
、
其
品
不
得
自
言
、
於
是
順
便
反
借
黃
河
、
快

然
一
吐
其
胸
中
無
數
奇
事
也
。

⑵

【
村
裏
迓
鼓
】

聖
歎
云
、
無
數
字
都
是
虛
字
。
相
其
眼
覷
何
處
，
手
寫
何
處
。
妙
解
。
…
…
聖

歎
云
、
近
世
忤
奴
必
謂
張
鶯
同
在
佛
殿
撞
見
、
一
何
悖
哉
。
然
古
本
盡
同
、
豈

從
聖
歎
胸
中
古
本
盡
刪
沫
〔
マ
マ
〕
之
、
負
作
家
苦
心
之
耶
。
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⑶

【
上
馬
嬌
】

聖
歎
以
爲
、「
宜
嗔
」
一
句
、
張
生
見
鶯
鶯
正
面
。「
偏
」
一
字
、
乃
鶯
鶯
側
轉

來
也
。
下
句
是
側
轉
來
所
見
也
。

⑷

【
勝
葫
蘆
】

聖
歎
云
、
一
二
句
鶯
鶯
側
轉
來
、
張
生
所
見
也
。
…
…
聖
歎
刪
文
換
其
意
、
可

則
可
、
但
失
古
本
面
目
矣
。

⑸

【
幺
】

金
云
、
便
移
歩
入
去
也
。

聖
歎
云
、
行
一
歩
、
上
「
偏
」
字
便
是
側
轉
身
來
行
此
一
歩
也
。
再
一
歩
便
入

去
了
也
。

⑹

（
紅
云
）

聖
歎
以
此
賓
白
悉
改
竄
而
曰
、
傖
父
強
作
解
事
、
多
添
襯
字
、
謂
是
歎
輕
小
、

彼
豈
知
文
法
生
起
哉
。
然
舊
本
如
是
、
作
者
之
意
亦
不
必
然
、
是
係
紫
之
棄
朱
。

⑺

【
後
庭
花
】

聖
歎
云
、
底
印
兒
淺
、
下
將
憑
空
從
腳
痕
上
揣
摹
雙
文
留
情
、
故
此
特
指
芳
徑

淺
印
以
令
人
看
也
。
又
云
、
不
便
於
腳
痕
上
見
鬼
、
又
先
於
眼
角
上
掉
謊
也
。

妙
解
。

⑻

【
寄
生
草
】

金
云
、
眞
是
鏡
花
水
月
、
全
用
光
影
邊
事
。
解

得
妙
。

聖
歎
直
改
無
說
、
蓋
除
〔
マ
マ
〕
王
不
改
、
聖
歎
定
要
改
也
。

⑼

【
賺
煞
】

聖
歎
云
、
寫
張
生
從
別
院
門
前
復
身
入
寺
、
見
寺
中
庭
軒
、
花
柳
、
日
影
、
春

光
依
然
如
故
、
與
上
【
村
裏
迓
鼓
】
等
文
字
作
呼
應
、
所
謂
【
村
裏
迓
鼓
】
入

三
昧
、
此
節
出
三
昧
也
。

二
套

第
二
折

⑽

【
粉
蝶
兒
】

聖
歎
以
爲
、
當
云
「
來
借
僧
房
、
敬
求
法
聰
和
尚
、
你
與
我
用
心
做
周
方
」
云

云
、
而
張
生
身
自
通
夜
無
眠
、
千
思
萬
算
、
已
成
熟
話
。
今
斗
然
發
箇
無
序
無

由
此
一
句
也
。
妙
解
。

⑾

【
石
榴
花
】

聖
歎
云
、
無
事
人
向
有
事
人
作
寒
暄
、
彼
有
事
人
又
不
得
不
應
、
此
景
眞
可
一

噱
也
。

⑿

【
脱
布
衫
】

聖
歎
云
、『
語
』
云
、「
不
知
其
人
、
但
觀
所

聖
歎
云
、『
語
』
云
、「
不
知
其
人
、
但
觀
所
使
」。
今
寫
侍
妾
尚
無
半
點
輕
狂
、
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使
」。
今
寫
侍
妾
尚
無
半
點
輕
狂
、
卽
鶯
之
嚴

重
可
知
也
。

卽
鶯
之
嚴
重
可
知
也
。

⒀

【
小
梁
州
】

聖
歎
云
、
抹
、
抹
倒
也
、
抹
殺
也
、
不
以
爲
意
也
。
又
云
、
蓋
言
你
抹
我
、
你

不
應
抹
我
也
。

⒁

【
朝
天
子
】

聖
歎
云
、
上
忽
作
醜
語
、
抵
突
長
老
、
使
長
老

發
極
、
然
後
輕
輕
轉
出
此
文
云
。
然
則
何
爲
不

使
兒
郎
而
使
梅
香
、
便
問
得
不
覺
不
知
。
此
所

謂
「
明
攻
棧
道
、
暗
度
陳
倉
」
之
法
也
。

聖
歎
云
、
此
忽
作
醜
語
、
牴
突
長
老
、
使
長
老
發
極
、
然
後
輕
輕
轉
出
下
文
云
。

然
則
何
爲
不
使
兒
郎
而
使
梅
香
、
便
問
得
不
覺
不
知
。
此
所
謂
「
明
攻
棧
道
、

暗
度
陳
倉
」
之
法
也
。
好
解
。

⒂

【
三
煞
】

聖
歎
云
、
自
欲
不
思
量
、
乃
先
欲
人
不
風
韻
、

豈
非
謊
哉
。

聖
歎
云
、
絶
世
奇
談
。
自
欲
不
思
量
、
乃
先
欲
人
不
風
韻
、
豈
非
謊
哉
。

三
套

第
三
折

⒃

【
鬪
鵪
鶉
】

聖
歎
以
「
芳
心
自
警
」
屬
鶯
，
言
夜
深
其
袂
必
寒
，
袂
寒
其
心
必
動
，
心
動
則

必
悟
燒
香
大
遲
，
不
可
不
急
去
矣
，
謂
之
「
芳
心
自
警
」
也
。

⒄

【
紫
花
兒
序
】

聖
歎
云
、
因
「
鶯
鶯
」
是
疊
字
、
便
連
用
十
數
疊
字
、
倒
襯
於
上
。
質
言
之
、

止
是
「
等
鶯
鶯
」
三
字
也
。
又
云
、「
一
更
之
後
」
句
、
猶
言
一
更
後
了
、
不

聽
見
開
角
門
聲
也
。

⒅

【
金
蕉
葉
】

聖
歎
云
、「
猛
聽
得
」
者
、
不
復
聽
中
忽
然
聽
得
也
。
自
初
夜
至
此
、
專
心
靜

聽
、
杳
不
聽
得
、
因
而
心
斷
意
絕
、
反
不
復
聽
矣
。
則
忽
然
「
呀
」
的
聽
得
、

謂
之
「
猛
聽
得
」
也
。
又
云
、
第
一
句
鶯
在
聲
音
中
出
現
、
第
二
句
在
衣
香
中

出
現
、
下
向
月
明
中
出
現
。
妙
解
。

⒆

【
小
桃
紅
】

聖
歎
云
、
言
是
夜
無
風
、
便
留
得
香
煙
、
與
下
「
人
氣
」
作
氤
氳
。

⒇

【
幺
】

金
云
、
蓋
因
雙
文
去
、
故
鳥
飛
而
花
動
而
紅
落
、

偏
不
明
寫
鶯
鶯
去
也
。
解
得
見
妙
。

聖
歎
云
、
忽
聽
一
聲
、
關
角
門
聲
也
。
又
撲
剌
剌
三
句
只
是
一
句
、
因
鳥
飛
故

花
動
、
因
花
動
故
紅
落
。
蓋
因
鶯
去
、
故
鳥
飛
而
花
動
而
紅
落
也
、
而
偏
不
寫



中
国
文
学
報　

第
九
十
二
册

─ 92 ─

鶯
鶯
去
也
。

㉑

【
東
原
樂
】

金
云
、
來
時
怨
來
時
遲
、
因
欲
直
至
鶯
庭
。
去

時
恨
其
去
疾
、
又
向
垂
簾
悄
問
。
妙
解
。

四
套

第
四
折

㉒

【
新
水
令
】

聖
歎
謂
、
月
輪
高
、
十
五
夜
、
月
高
則
夜
半
也
、
謂
起
得
早
一
夜
如
年
也
。

㉓

【
甜
水
令
】

聖
歎
云
、「
老
的
」
等
四
句
、
卽
諸
檀
越
也
。

㉔

【
錦
上
花
】

聖
歎
直
刪
去
、
亦
可
。

㉕

【
碧
玉
簫
】

聖
歎
云
、
此
深
明
已
與
鶯
四
目
二
心
、
方
是
東
日
照
於
西
壁
。
若
其
他
、
及
至

無
有
一
雄
蒼
蠅
、
曾
得
與
於
斯
也
。
而
無
奈
行
者
沙
彌
猶
尚
不
曉
、
吱
吱
喳
喳

惱
不
可
言
。

卷
二
／
第
二
折

卷
二

一
套

第
一
折

㉖

【
天
下
樂
】

聖
歎
改
竄
爲
「
解
」、
可
則
可
、
但
古
本
盡
不
然
。

㉗

【
幺
】

聖
歎
云
、
風
聞
、
卽
二
月
十
五
做
好
事
、
多
曾
有
人
看
見
也
。

楔
子

㉘

【
滾
繡
毬
】

聖
歎
改
作
「
經
怕
談
、
禪
懶
參
」。
因
不
知
【
滾
繡
毬
】
調
字
句
。
此
類
不
可

舉
數
、
屬
紫
奪
朱
矣
。

㉙

【
耍
孩
兒
】

聖
歎
云
、
言
「
不
厭
」
是
打
熬
所
成
。「
敢
」
則
天
生
本
性
也
。

㉚

【
收
尾
】

遙
字
多
唯
爲
遙
遠
之
意
、
未
得
明
解
。
聖
歎
解
得
分
明
、
云
、
斵
山
云
、「
美

人
于
鏡
中
照
影
、
雖
云
看
自
、
寔
是
看
他
。
細
思
千
載
以
來
、
只
有
離
魂
倩
女
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「
妙
文
」
の
「
讀
法
」（
楊
）

一
人
曾
看
自
也
。
他
日
讀
杜
詩
、
云
、『
遙
憐
小
兒
女
、
未
解
憶
長
安
』。
卻
將

自
己
腸
肚
、
移
至
兒
女
分
中
。
此
眞
是
自
憶
自
。
又
他
日
讀
王
摩
詰
詩
、
云
、

『
遙
知
遠
林
際
、
不
見
此
簷
端
』。
亦
將
自
己
眼
光
移
置
遠
林
分
中
。
此
眞
是

自
望
自
。
蓋
二
先
生
皆
用
倩
女
離
魂
法
作
詩
也
。」
聖
歎
今
日
讀
『
西
廂
記
』、

不
覺
失
笑
、
因
寄
語
斵
山
、「
卿
前
謂
我
言
、
王
杜
俱
用
倩
女
離
魂
法
作
詩
、

原
來
只
是
用
得
一
遙
字
也
。」

二
套

第
二
折

㉛

【
醉
春
風
】

「
帯
煙
開
」、
杜
詩
「
高
城
煙
霧
開
」、
是
女
婿

詩
、
此
用
之
也
。

然
金
聖
歎
云
、
杜
詩
「
高
城
煙
霧
開
」、
是
招
女
婿
詩
、
此
用
之
也
。

三
套

第
三
折

㉜

【
攪
箏
琶
】

聖
歎
云
、「
兩
當
」
者
、
一
來
壓
驚
、
二
來
就
親
。
…
…
聖
歎
云
、「
休
波
」、

鶯
又
急
自
收
科
也
。
此
寫
鶯
小
不
特
意
于
其
母
、
以
襯
後
文
之
大
不
得
意
也
。

㉝

【
慶
宣
和
】

聖
歎
云
、「
未
」
字
、「
先
」
字
、「
倒
」
字
、
三
箇
字
合
成
異
樣
妙
景
。

㉞

【
折
桂
令
】

聖
歎
云
、「
他
其
實
」
句
、
是
張
生
不
肯
飮
、
固
也
。
乃
今
先
是
鶯
不
肯
勸
也
。

下
遂
〔
マ
マ
〕
句
皆
深
明
此
句
。「
誰
承
望
」
句
、
代
生
訴
所
以
不
飲
之
故
也
。

「
酩
子
裏
」
句
、
言
生
只
有
工
夫
哭
、
那
有
工
夫
飲
也
。
眼
倦
開
、
言
生
亦
不

看
人
把
盞
。
手
難
擡
、
言
我
亦
把
不
起
臺
盞
也
。
斷
然
難
活
、
言
生
尚
未
活
、

安
能
飲
也
。
結
句
、
言
眞
不
必
勸
之
飲
也
。
可
謂
解
頤
。

㉟

【
月
上
海
棠
】

聖
歎
云
、
而
今
、
久
後
、
妙
。
因
把
盞
之
便
、
直
私
問
後
日
。
結
句
亦
欲
訴
其

「
而
今
煩
惱
」
與
「
久
後
思
量
」
也
。

㊱

【
幺
】

聖
歎
云
、
皆
手
擎
臺
盞
、
憐
惜
嗚
咽
之
辭
。

㊲

【
殿
前
歡
】

聖
歎
改
作
「
肚
腸
閣
落
淚
珠
多
」、
而
謂
元
白
同
時
、
恐
未
可
用
。
按
、
填
詞

家
何
嫌
之
。
故
作
漢
時
劇
、
用
唐
時
故
事
、
不
可
枚
舉
。
何
足
怪
哉
。
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四
套

第
四
折

㊳

【
鬪
鵪
鶉
】

聖
歎
云
、
初
二
句
、
此
非
寫
月
也
、
乃
是
寫
美
人
見
月
也
。
三
四
句
、
此
非
寫

落
紅
、
乃
是
寫
美
人
走
出
月
下
來
也
。
五
六
句
、
上
四
句
之
下
、
如
何
斗
接
此

二
句
、
故
知
上
二
句
是
人
也
、
非
景
也
。
試
反
覆
誦
之
。
只
寫
雲
月
及
紅
階
、

竝
不
寫
雙
文
、
而
雙
文
已
現
。

㊴

【
天
淨
沙
】

初
二
句
、
先
從
身
畔
猜
起
也
。
後
離
身
仰
頭
猜

之
也
。

聖
歎
云
、
初
二
句
、
先
從
身
畔
猜
起
也
。
後
離
身
仰
頭
猜
之
也
。

㊵

【
調
笑
令
】

聖
歎
引
李
頎
詩
作
「
花
宮
」、
不
知
古
本
不
然
。
…
…
聖
歎
云
、
初
二
句
又
置

此
處
、
向
別
處
猜
之
。
次
二
句
雜
猜
也
。

㊶

【
禿
厮
兒
】

韓
退
之
「
聽
穎
師
彈
琴
」
詩
、「
昵
昵
兒
女
語
、

思
〔
マ
マ
〕
怨
相
爾
女
。
劃
然
變
軒
昂
、
勇
士

赴
敵
場
」、
正
與
此
一
樣
文
字
也
。

聖
歎
云
、
韓
昌
黎
「
聽
琴
」
詩
曰
、「
昵
昵
兒
女
語
、
思
〔
マ
マ
〕
怨
相
爾
汝
。

劃
然
變
軒
昂
、
勇
士
赴
敵
場
。」
正
與
此
一
樣
文
字
也
。

㊷

【
聖
藥
王
】

「
盡
」
之
爲
言
、
你
我
同
也
。

聖
歎
云
、「
盡
」
之
爲
言
、
你
我
同
也
。

㊸

【
幺
】

「
本
宮
」
句
六
聲
三
韻
、
是
言
聞
絃
賞
音
能
識

雅
曲
之
故
也
。
曲
之
自
始
至
終
、
有
變
不
變
也
。

「
不
同
」
者
、
辨
其
何
宮
、
察
其
正
變
、
則
迥

不
同
也
。

聖
歎
云
、「
本
宮
」
句
、
是
言
聞
絃
賞
音
、
能
知
雅
曲
之
故
也
。「
本
宮
」
者
、

曲
各
自
有
其
宮
也
。「
始
終
」
者
、
曲
之
自
始
至
終
、
有
變
不
變
也
。「
不
同
」

者
、
辨
其
何
宮
、
察
其
正
變
、
則
迥
不
同
也
。
清
夜
聞
鐘
、
屬
宮
、
今
屬
商
也
。

此
辨
其
「
本
宮
」
也
。
黄
鶴
變
、
此
不
變
也
、
此
辨
其
「
始
終
」
也
。
泣
麟
悲

鳳
、
悲
泣
雖
無
異
、
而
麟
鳳
與
求
凰
、
又
不
同
也
。


